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今限定ぷ第二十八僚による磁問主して下記十一氏企推薦し昭和二十四年五月二十四日開催の照時総合で

之が諒決を 料ま しf こ。
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本合7ii 効l1Il都 中i畢 諒 一 郎 君 今般一身上の者1¥合で三打来日限り辞任 されに ので、理事合では永年特記

長の燃にあ っfこ大 和 議 荷 君 を湾問型事 に選任し去る五月 十八日の拝読 員合で之が承認を得 まし1: 。

以 上 昭 和 廿 四 年 五 月
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時の言葉 都 市 不 燃 化 の 促 進

都市を火災から護ることは、肢に常識である。にも不拘、やっと復興しかけに都市が相

幾らすe 焼付てゆくこの現肢は一体どうしにことか。

この災害率は戦災後の今日一向に臨減してゐない。この事官を何とみるべきであらうかa

廃島と云い、明石の場合と云い. まことに情ない。

防火災を常識といふが、事態は正に吐曾問題であれ経済復興問題であって、こ ':>1こ政治

家の責任が追究されるのも雷然である。

然らば如何に劃- 策を? とるべきか、これについては昨年八月、都市不燃化促進蓮合曾から

の提誌がある 。我々は直ちにこの提案を支持し、更めて輿論を呼び起し、賞現に 向って推

進力? こらしめなければなるまい。

提案の要旨は 、現在約坪二寓闘で出来る木造建築を鍛筋立ンク Y ー ト遣にせよとい ふに

ある。この場合餓筋ならば約坪四寓関、差額の二高聞は闘庫で補助し残りに劃 して低利資

金を融通すべき? ご。斯くして一ヶ年二十寓坪の都市建築( 住宅、商底、事務所等〉が出来

れば十年で二百万戸となれこれで闘庫補助金は年額僅かに四十億聞で足りる。葉大な園

家珠算からみれば僅かのバーセン トで ある。しかもこれに依って救ひ得られる火災損失か

らみれば利害得失は言を要しないであらう。

敢へてこ〉に提案の主旨を紹介して蹟〈識者の熟考を煩はし? こいのである。
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神 戸 葺 合 電 話 崩

場 所 神 戸 市 葺 合 毘 小 野 柄 通 四 了目

仕 様概要 建 坪 7 7 8 . 6 i4'

構蓬 木 造 平 家 建 日 本 克 主 主

仕 上 外 部 羽 田 板 堅 貼

オ イ ル ペ ン キ 仕 上 げ

内 部 天 井 壁 漆 喰 塗

床 フ ロ ー リ ン グ 貼

一 部 コ ン ク リ ー ト

竣 工 昭 和 2 4 年 3 月 3 1 日

設 計 者 遮 信 省 醤 繕 部 設 計 課

施 工 者 株 式 曾 和 大 林 組 紳 戸 出 張 所
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24. 薪

25. 使

26. 浴

27. 調

28. 程2

29. 電
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31. il由

ll. 電 話 器 倉 庫

12. 男 子 休 憩 室

13. 機 械 工 員 宿 E霊祭

1 4 . 寧 置 場

15， 綬械工員休憩室食堂

16. 線 路 倉 庫

17. 修 繕 室

18. 線 路 工 員 宿 直 室

19. 機 械 倉 庫

20. 線 路 工 員 型軽

卒 函 薗

1. 玄 関

2. 受 付

3. 庶 務 合 計 事 務 室

4. 令 議 室

5. 局 長 室

o. 養 成 事E

7. 女 子 休 憩 室

吏 員 宿 直 室

技 術 官 室

足 場下

8. 

9.  

10 

4  



j神 戸 木 材 曾 館

建 坪 事 務 所 82. 8自 坪 二 階 ()0.75 延 J:l' ＱＴｾｾＮＨｮ＠

作業場 21. 00 ー - 21. 00 

164. 日1坪

木建二降雪建瓦葺外壁ラエ貼 色モ・ルタル 塗

Z主計並監怪 建 築 士 武 田 健 一

施 工 者 株式舎前土中 島 組

俊 工 期 日 昭 和 2 3 生存 1 1 月

所 在 地 神戸市兵庫区大開通二丁目

一 階 卒 面 画

A 草 幸害 E 職 員 玄 関

B 玄 関 ホ ー ル I 宿 直 室

C 倉 庫
.T Ij、

使 室

D 事 務 室 K 厨 UJ 

E  JJ!! 接 室 L 使 E託

F  ｾ Ｚ 組合長室 :'11 木 材 倉 庫

G  芸書 類 ]lj! X 自 将 軍 置 場

二 階 卒 面 図

. ¥. ホ ー ル 抽

出

倉

使

D

R

F

 

B 休 憩 室

C 合 議 集 舎 室

神 戸 木 材 林 産 組 合 事 務 所

図

室

底

所
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兵 庫 鱗 織 : 維 貿 易 問 屋 街

易 所 神 戸 市 生 田 函 北 長 狭 通 五 丁 目

仕 様 概 要 総 戸 駁 4  1 棟

線 、 建 坪 1，7 1) 4 坪

総 延 坪 R，{} 3  D坪 。

標準ｾ［ｦｬＡ［坪 ［ｾ＠ ( ) 坪

延 坪 7 3 坪

6  

事得議差 木建二階建国本瓦主主

仕上外部モルタ; r . . 塗一部テラゾ戸

及び立山石胎

内 郊 壁 漆 喰 塗 天 弁 一 階 テ ッ ク ス 姑

水性- - ! イント塗二階漆喰塗

床 7 ロー ' } y グ一部モザイクタイル貼

竣 工 昭 和24年5月31日

施 工 主 兵 庫 豚 繊 維 貿 易 街 建 設 委 員 曾 委 員 長 岩 谷 政 一

設 計 者 関 文 行 石] 1 [ 恒雄

筋 工 者 ( イロノ、順〉 株 式 含 紅 旗 手 組

係 式1雪 景 士 . 大 西 工 務 后 株 式 曾 枇 橋 工 業

永 岡 建 設 株 式 曾 舵 関 西 支 底 徐式 含 荒 土 中 島 組

株 式 合 枇 熊 図 工 務 ! 苫 橡 式 舎 前 士 松 浦 工 務 庖

三 和 建 段 橡 式 含 居 士 卒 綿 組

計: m: 概要 本計置は神戸愛反を第一の目的として、タト街

庖鵠の無料貸奥を考えて計釜したものである。建設

資 金については九割は銀行の借款 一 割 は 家屋 使 用 人

の負穏 とし、兵藤l泉五ヶ年復奥計蜜の 一環として耳Z

ｐ 上げられたのである。分裂は一戸ｾＡＩ土地代共約

: )30 蔦固とし、一部屋乃至二部屋は外人| 商置土に無料

貸契を原則! としているのである。比計蜜に就ては業

者3名 、 合 議 所 議 員3名を以て委員舎を組織し、ノJ、生

が委員巴長として建設を協賞したのである。く岩谷〉



二 階 卒 面 画

」土
u一一

階

一
キ

箇

箇

骨

1<11  • 85均2

231.  85坪

木造 、 二階建 、 イ ｅ 一吉 ｾｉ ｬｦＧＭ家建

外 接 ・メタルラス下地 、腰人造石1 i f f

出 、上部スタツコ塗

昭和24年3月22 日

山下蒋郎設計事務所

株式合意土竹中工務庄榊戸支応

仕ｾ慨要

建坪

延 坪

椛進

仕上

兵 庫 懸 教 職 員 組 合 奮 館

同戸市生田ＱｩＡ￞ｾ中山手通四丁目PJi 場

設 工

設 計 者

施 工 者

兵庫! 際下の小・中・高 ・大 :撃をうって一丸とす

る組合員は総員約 13，000人である。各自の燦金は

平均約: - l 3  ( ) 回作;宛 . しかも数回の分納によった

といわれる。 貧 者のー Ｚ ｾ登録って正に五百ｾ燭光を

点じたと L 、う べ し 現 在 の と こ ろ 数 職 員 組 合 と し

ては日本一の命館でゐる。圏結の偉力。表現どし

て 、V1 i ごし穏好の賞例でゐろう 。
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兵 庫 鯨 飼 料 禽 舘

主島 断 ff; i I ' 戸市生問問北長狭通四了間

仕 綜1k' [;W

建 坪

延 主F

特孝 治

仕 上

]  (j 8・7 .J Jlf 

J 0 0・0 0 坪

木誌を二階建

タト袈 ・メタルラス下地モ ルタル: 塗、

白 色 セ メ y トE大付

屋根 ・日本瓦賞.

昭 和 2 - 1 年臼月 1 0 日

際建築事務所関西骸計室・建築士柴図J i t

務水建設株式曾 ii t l : 大阪支活科戸管業所

工

者

者

計

エ

援

技

施

省線元町懇のプラット・フオームに立って北方山側を

見ると、持者新な白書Eの殿堂が殆どその全貌をあらわして

いる。紳戸のような段丘形の市街ならでは見られぬ景叡

である。

二 階 卒 面 箇

18. 所 長 室

1引. 1'1 読 書 室

① 20. 事 務 室

21 . 居
室
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ー 階 卒 面 園

1. 玄 関

2. 管理事務室

;1. 研 究 室

土 議 員 室

日. 電話交換室

(I. 感 接 皇 室

7. 所 長 室

8. 事 務 室

ｾＮテ レ ニぇ

tO. ｾ＠ )jIf 

11 . タイ 7 ・6室

12. 湯 沸

1:: 5. 傭 人 室

H.  IJ 、 使 妥

1ii. 穏 i自 室

1(i ・ 管 理 人 住 宅

17. 休 憩 室



西 宮 競 輪 場 工 事 概 要

-名 稽 京阪紳急:行電銭株式合軍土商宮球場内木製自韓車競技場

. 所 在 地

. 仕 様 概 要

1概 要

2 組立正解体

商宮市京阪紳念行電議西宮球場内

( 園面参照〉

木重量競輪合160合ヲ霊園抵 z 蓮持シl ' OU米コ戸スノ競輪場ヲ形成ス

常時球場外Ｎ，Ｎ ＱＶＰ 合ノ競輪合ヲ格納 ｶ 、競輪開催前 ｾＴ 降間以内］球場内 ｺ 搬入、

組立ヲ完成シ得、又競輪終了後24時間以内且球場ヨリ搬出格納ス
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a一 寸

ー一 一-+-

3競 輪 台 規 模

ｌ 竺 ｼ 竺Ｍ竺 ｬ ｾ 竺 Ａ｟ ｉ ｾ 竺土
直線コ戸ス部 I  40台 I  20溜 18 0 . 0 0米 I 80.00米

関 形 コ 戸 川 玉 王仁 'oO:OO I  210.  OO%:  I  260・00米

計 I 160台 I 80種 r 290.・ω米-1:340. 00米

配 置

内周ヨ1 ) 1米30入 9

タ ル 線 主 主 合 計

80. 00米

220. 00米

300. 00米

薗

一台卒均重量

0.8屯

0.8屯

且旬、

一

斜 面 長 | 外 周 高 川l1  5L却2周吻米来t 高ｾ
9. 00米 1 0 ト 1.35米

側形コ ｾ ＷＭ部 1. 7ri米 約2. 15米 自. 70- 0. 00米 9 叫 7. 00米 .I _ 2 田- 1. 90米

一-;-- r. I  .  _j 
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寓 詰 E 麗露軍調直田開匹田E 霊震三=

4 競輪台仕駁 スベテ櫓. と質材ヲ用ヒ、各接点ハスぺテ補強金物ニテ緊結シ競輪及運搬= 依

リテ生ズル如何ナル外カニモ充分耐エ得J レモノトス

荒面仕と、全面防腐剤塗

5 組 立 後 ノ 面 積 水 平 面 面 積 2， 3  3  3 平 方 米 ( 7 0  7 坪〉

斜 面 面 積 2，4 4  2 平 方 米 ( 7 4  0 坪〉

. 着 工 昭 和 2 4 年 1 月 2 5 日

. 竣 工 全
年 3 月 1 5' 日

- 設 計 者 京阪紳念行電銭株式合置土建築部

. 勉 工 者 株 式 合 社 東 亜 建 築 紅
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料 戸 市 の 住 宅 iニ就いて

森 阿 武 夫

私達の日常・生活に於いて、今日夜住宅が切資に

要求されτ いる秋はないでしょう。所が昭和16年

以降、この種の調査が行われていない震にすっか

り艶貌し℃験後の住宅に閲する資料は皆無でしに

昭和23年8月1日午前零槻見在で職後初めて住宅調

査が貴施され其の結果が本市統計課より事務資料

として報告されましにので之に基いて述べましょ

う。

1 住 宅 総 敷

市中戸市の住宅は総数128，673戸 で す 。 然 し 居 住

世幣のある船舶 815 が含まれていますので、是を

引きますと、 121，853戸です。内建築中のもの535

戸、&; 家1，251戸で、居住世帯のある住宅は 126，06

Ｖ 戸となっています。このｾ家は大部分殆ざＧ完成

していて未亡人が居住じていない住宅です。新宮

南市域に別げてみます と、奮市域は 116，584 戸 で

¥) 1%、新市; 域は 11，274戸で 9 %になっています。

次に直別にみますじ長田直が最も多< 31，369戸

で ＧＲＴＵＥ ＿ｬＨｾ 、で兵庫区が ＲＸ ， ＹＱＹ 戸で ＲＲＮＶＥ 灘ｬｩＡ｛が

20，詰8戸で15. 95ち等です。

2 所 有 の 依 況

所有別にみますと持家 51，419戸 ( 40. 8%) 借家

69，190戸 ( 54. 9%) 給興住宅 5，415戸 ( 4. 3%) に

なっています。南市域に就いてみますと奮市域で

は借家が最も多〈、総戸数の6 0 %を占めています

が、新市域では持家が多< 1 4 %で、開域の生活型

態の相遣が窺知 されます。

3 住 宅 の 種 類

次いで種類別にみますと、今? ) ( の調査でぷ、専

用住宅、併用住宅、共同住宅、その他の佐宅. 寄

宿舎、下宿屋等、依小屋非住家の 6種に分げて調

査して い正す。この種別の位宅の設明を筒皐にせヨ

しますし専用住宅とは居住の目的にt: ( 1 設偽き
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れ? こ住宅、併用住宅とは事業者等の住宅で同じ椋

に事業場を附興しているもの、共同住宅とは問一

棟に二以上の住宅があって、廊下や階段を共用す

るもの〈アパートの各戸、余裕住宅の改進等〉ぞ

の他の住宅とは使用人等の住宅が同一棋の事業場

iこ附臆しているもの、寄宿舎、下宿屋停とは家計

を共にしないものが集圏的に居住する目的の建物

で、偲小屋非住家とは、住宅と見倣し難いもの(

テントヨシズ張〉仮小屋( 焼トタン板、背板焼ピ

ル改造〉、住宅以外の建物( 寺の本堂、工場〉そ

の他の納屋、土描等の謂です。専用住宅は 91，258

戸 ( 12. 3%) で大々を占め、併用住宅 20，261戸〈

ＱＶｾ＠ 1 %) 共同住宅5，14.1戸 ( 4. 1%) その他の住宅

1，222戸 ( 1. 0%) 寄宿合、下宿屋等653戸 ( 0. 5%

〉偲小屋、非柱家1，531戸 ( 6. 0%) です。新富雨

市域別にみますし専用柱宅は奮市域では11. 3%

新市域では83. 65話、併用住宅は前者11. 1%後者仏

僅かに 5 %です。

4 建 築 の 時 期

現に居住世帯のある住宅 126，066 戸について建

築時期別にみますし毅官官、理主時中、戦後及び目

下建築中の四つの時・期に分げられます。職前とは

昭和16年以前の建築、戦時中は昭和11年から昭和

20年 8 月15 日迄の建築、験後とは昭和20年 8 月1

6

日以後建築されにものです。きて殿前建築
81，811

戸 ( 10%) 鞍時中窪築 3，961戸 ( 3 %) 戦後建鵠

34，203戸( 27%) 目下窪築中 14戸となっています。

5 畢 態 別

提数別にみますと、 9- 12帖が27，367戸 ( 22%)

6 - 9帖26，328戸 ( 21%) が 最 も 多 し 次 い で1 2 -

15帖18，086戸( 14 %) 6 恒未満 14，360戸 ( 11%)

15- 18中占が 12，128戸( 10 %) 等で13帖未満の小住

宅が1 3 %を占めています。昭和16年では 18帖未満

の住宅は ＱＰＥ ですから、ｾＤ設の少ない住宅が増え

生活水準低下の事情を物語っています。

ｽ戸蛍ｾｾ設は、さを市平均 ＱＳＮＹＶ 帖でその中、奮

T宮城13. 60帖新市域11，. 69帖です。警市域では須摩

直の11. 05帖が最も贋〈、葺合直の10. 67帖が最も

狭〈、新市域では櫨谷が賢< 21. 11帖で平均16帖で

す。建築時期別では戦前15. 61帖、毅時中 15. 43帖

鞍後は Vっと狭〈なり 9. 55帖で験後建築の住宅の



規模がよ〈剣ります。一入賞主の昼主主は 、全市平

均2，75帖官雲市域2. 7. 0帖新市域3. 22帖です。 16年次

沓市平均一入賞3. 15帖に比すると現在如何に窮屈

な生活に耐えているか Y 忍ばれます。直別にみま

す し 須 磨 直 が 最 も よ し 3. 25帖他よすベ' 1 . 3 帖

以下です。新市域では一番よいのが有野の 3. 81帖

で4 帖以上は有りません。イE し住宅の種類別にみ

た場合、殿前建築のその他の住宅中の持家が、 4

93帖で最も麗〈なっています。

6 住 宅 復 興 依 況

ぞれでは復興獄況をみましょう。本市で職災を

神 戸 市 住 宅

免れた住宅数は 91. 844戸です。では毅災を裁つ? こ

住宅童文は幾許1でせう。昭和16: 年11月 1 日の調査で

木市の住宅総類 205，253 戸、 17年より終設定の建

築戸数が3.967戸ですから、雨者を合しすこ209，220戸

が終段迄の佐宅戸散です。ところが非識災戸撒が

Ｙ Ｑ， ＸＴＴ 戸ですから、ｾを差引きますと、結局 ＱＱＷ ， Ｓ

76戸の住宅が強制家屋疎開及び殿災によって欝失

したことになります。毅後復興の住宅34. 203戸の

内、奮市域は 97%i 主災を免れ? こ新市域は僅かに 3

% です。この開係を要約すると次表のとおりであ

ります。

復 興 妖 況

〈在主〉 居 住 世 帯 わ る 船 舶 は ( ) 内手専務す。

撚し他方復興は質の問題をも併せ考へねばなり

ません。これが資欣については既述の湿りであり

ますが. 昭和16年11月の住宅調査と比較し、これ

現在住宅戸鮫

を要約しますと次のとおりであれ甚しき質的低

下を如賢に物語っています。

昭和1悼 I o召 和 2 3  年 8 月 現

I  I 潜 市 域 |

1月 現 在 | 全 市 |卒 均 | 酬 位 宅 |戦 時 中 住 宅1 戦後住宅| 建築中住宅i

」罰王子主宰亡二こ二F 二 一 二1

3 互区五二匹目二五日二16. 52 1  9. 48 I二11. 00 i  

1 2. 75 ロヲ0 1 2. 8H I  2..5$1 I  2. 23 I  ｾＡｌｬ＠

一世帯懲戸敬

一戸官官人口

一戸 ｾＡｉｕ 主

一 入 管 4駐車生

在

新 市 亀実

叩

一

山

一

日

一

ω

術参考迄に市後復興住宅の現紋をみるに次の左おりであります。

神 戸 市 管 復 興 住 宅 利 用 扶 況 ( 23年8月1日現在〉

一世帯食戸歓

0. 91 

7  現在不足している住宅戸裁は?

以上で今次調査に主主( 現歎を概概しまし・「こが、

さてそれでは8月1日現在で、いか程住宅が不足し

ているか… … 更に今後数ヶ年間にぜれ程の住宅が

建設されなければならな L 、かd 、市政上最も重要

な問題であり、市民の最大関心事でありますが、

これはイ中身六ヶ穀ぃ問題で、殿前と比較して生活

程度が著し〈相違し、更に伎宅混模を異にしてい

る現欣では、相官慎重な liff 筑を要します。質的後

化、生活程度の盤化、既存施設の誠却、更に今後

人口の士宮加、都市計霊的諸要件等を考慮する時は

非常に大きなものとなるでしょうが、これを専門

的に充分計算する時日がありませんので、今偲 b

にごく大雑把な計算をしてみましょう。住宅問題

の解決とは不自然且不自由な合住居を解消して、

一世帯一戸を目標とするにあると思います。然し

今日の如き時代でい萱瀞もいえないので Y きる限

( 以下二十一頁へつづ。
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都 市 計 書 の 現 状 と 将 来

宮 脇 泰

終殺直後の不安と混乱のうちに新しい日本の建

設をめぎして都市計霊が出張してからもう四年に

なる。この聞にいろいろな悪僚件のなかで一際今

日産の都市計霊の歩ん ｲｾ 遣をふり返ってみると共

に、これからの都市計霊の性格や方向についてい

ささかでも考えてみ γ いと思い主として兵庫鯨の

都市計霊についてその概略をのべてみよう。

兵庫聴での鼓災都市は、紳戸、尼崎、西宮、芦

屋、明石、姫路の六市と鳴尾、本山、本庄、御影

; 魚崎、住吉の六町村であって、権災地の総面積は

1，530鳶坪であり、権災戸数は 167，100戸である。

これ等の都市は阪紳問、播汁i方面の宇植地帯であ

るfこめその各個の損容や、置土台全般に及ぼし? こ被

容はば〈大なものである。金協では罷災都市が 12

0 市町村であって、この復興計壷も寸時もゆるが

せに出来ぬ批態である? こめ昭和20年10月 8 日に滋

災地都市計霊基本方針が出てその計書の方針が示

され、つヨいて 12月初日に鞍災地復興計叢基本方

針が閣議で決定されて、併せて敬災者f¥市の指定が

なされにのである。

これ等の方針にしにがって兵庫j際内の復興計査

も、地域針重、筒路計章、緑地計霊等が昭和21年

の初めから立案きれたのであって、例、回も審議を

意ねた結果大体21年夏に決定をみたわけである。

ま? 二段災都市での建築物についても早〈針策を

こうじる必要があり、 21年 8 月15 日に「戦災都市

におりる建築物の制限に闘する勅令」が公布され

たのである。つ Y いて寵災者1¥市借地借家臨時慮理

法が21年 8 月27日に、住宅緊念措置令が21年11月

20日に公布されにのである。

ついで以上のようにしτ 立案された計霊を資施

するにめに， 21年 9 月10日に特別都市計霊法が公
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! ' l 臆 年 間 の 紳 戸 の 蘭

布されて. 復興事業のよりよい有効遁切な賓施が

出来るようになれ引っずいて問法の施行令や勉

行規則が公布された。まに一方建築方面について

は前述の勅令以後、 22年 2 月 8 日に臨時物資需給

調整法による臨時建築物等制限規則が制定きれて

資材面の統制がされ、 23年 1 月 1 日からは市筒地

建築物法の誼用が全面的に復活し、木J俗的に指導

出来るようになっ? このでゐる。ついでお年 8 月31

日に臨建規則が改正され、 11月 1 日に臨時防火建

築規則が制Fきされて防火上の酎策がこうぜられに

のである。

このように悠段以来多〈の法令や混則が制定き

れて、復興都市計委について寓をの策がとられ? ご

のであるが、仇分あらゆる悪保件のなかでの仕事

であるにめ多〈の依点や不滅足な点があることは

否めな L 、。ま t: これからの都市計裳の性格や方法

にも充分研究すべき余地もあるし、この点からみ

ればほんとうの復興はこれからであるといっても

渇言ではあるまいと思う。

きて兵庫! 鯨で都市計望書法の適用をうけている都

市は、紳戸、f F . 崎、西宮、姫路、明石、伊丹、芦

屋、洲本、相生、川西、赤穂、出石、按崎、高砂

良元、、小潰、加古川、篠IJj 、三末、由良、岩屋、

龍野、西脇、脊位、演阪、の25都市で、その夜竣

としては枇命的、経済的に関連しに隣接市町村を

含めているのである。このうちで市街地建築物法

を誼用している都市は、神戸、尾崎、間宮、姫路

明石、伊丹、芦屋、例木、相生、川西、赤穂、尚

砂、良元、小演、加古川、の 15でやはり隣接市町

村色合めて遁用をうけているのである。ま? こ殺災



市町村からみると都市計垂直械としては、紳戸、

尼崎、間宮、世ー屋、明石、姫路の 6 直域で、復興

計聾はこの1 i l f 域別に立集計聾されているわけであ

るが、事業は各市町村長が笈脂するのである。

これ等の都市計壷をしいである都市と段災都市

の計畳寅施の針比をみると. 何分にも鞍災都市は

前述のように産業、経済、交通、文化等の最も有

力な地帯である? こめ、一日も早〈復興を準ませる

必要があるので今日迄殆んさ' これに主力がそ〉が

れてき? このであるし、まに今後も長年月がこれに

向って要をされるでゐろうことは明かでめる。しか

し乍ら今後 は戦災地、非戦災地とをとわ十、その

具体的な計聾に事業に力をそ〉ぐ時期にきている

と恩はれるのである。

いま戦災地の復興計設が従前のそれと著しい特

長をもっ点をあげると、まづその根本目標として

戦災地復興計盤基本方針に示されているように、

「産業の立地、人口の配分等に関する方策により

規定せられる都市集落の性格と規模とを基礎とし

都市集落の能率保健及防災を主眼として決定せら

るべしかねて倒民生活の向とと地方的美概の張

揚を企圃し、地方の祭候、風土、慣習、等' に即隠

せる特色ある都市集落を建設する」ことを目標と

している。これはあながち復興計霊のみにあては

まるものではなし都市計霊e 全般の理念で もある

が、これによって各戦災都市はそれぞれ計聾され

ているのでめる。

いうまでもな〈都市にはその張生しTこ4条件や、

設遠の過桂、なさ' で怯格、規J践に非常な遣いがゐ

9. 一様に定められるものではない。例えば紳戸

大阪、京都等の大都市でしかも近接していながち

その性; 格や形態に大きな差異がゐると同様に、 lま

ちJ 閉じ人口をもっ尼崎と姫路を〈らべてみても 、

市街地の形態、産業、等に韮fごしい遣いがある。

こうしに都市の性絡をみきわめて、これに適切な

針重をしていって始めて都市を生かすみちとなる

のであるから敬災復興計盤もこの綿にそって立案

されf こわけである。

しかし基本的な、普謹的な立事業の特長として煮

なものゐげてみるとつぎのようである。

1. 土地利用計蜜としての地域地区借りを専用倍11

とし、叉特殊建物については特別地直制を

設りること、し? ここと。

2  街路は以前より賢〈し、主主要幹締は大都市

では50米以と、中小都市では36米以上とし

f ここと。

3  緑地を多〈とり、市街地面積の 1 0 %以上を

これにゐてにこと。

これ等のことがらは都市計軍閥係者ではす・っと

以、官官から唱えられてきにものでゐり、世界的な思

潮として 1924年のオランダのアムステルグムで開

かれTこ蔦幽都市計畳合識でも決議されfこよう に、

蹄係青年来の望みであっ? このでゐるが、今回戦災

を契機 k して貨現の運びと芯ってきにわりである

しかし乍ら正記の地; 波地直の専用制 に就ては貧

施が市街地建築物訟によらねばならないので、現

在の法の改正が必要でめるアめ、現在では計聾の

みで寅現の運びに至っていない。ま fこ街路は神戸

を始め各都市に5 0米、 a6米、 a o米得の斡綿街路を

配置しすでに着キ貰現されているし、続地も 1 0 %

を目標として各都市の中に大公園、小公園として

昔1- 聾されているのでゐる。? ニヨ現在のような紋態

のなかでは、長等を間滞に逐有してい〈事は、非

常に困難でめりその歩みも返キとして准まない。

と〈に戦災で夫つTこ20高戸に近い、位宅の建築

について、資金、資材の面についての困難、土地

区1t1j整理や街路とのまさつ、市建法や臨建規則に

謝するていしょ〈なぜもある。こうし? こ面は今後

一屠の努力によって少な〈して行〈と共に、絶え

十反省と研さんをつんで悔を後日に磁さないよう

にしな貯れ』ぎならないと息、う。

以上のように戦災者11市計盤については多大の努

力が今日迄はらわれてきにのでゐるが、これ以外

に前週のように非戦災地である伊丹市以下20の都

市計霊をしいてある都市がある。これ等の ｾｭ 市は

各種施設の計霊も事業もある程度は責施されてい

るのであるが、大体今後にのこされている問題が

多い。これらの都市には戦災地と直接に開蓮のあ

るものもめれば、ま? ニ反樹に闘蓮性の少ないもの

もある。 まfこ前述し? こように場所によって形態や

性格に非常に遣いがある。例えば腸内中部に位す

る篠山、西脇、龍野、や北部日本海に面する出石

や城崎や盛岡、演阪等は産業的にも自然環境的に

く二十四頁へ績< )
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I  ￟ ｊｪ ｩ Ｂ￉￬ ］ｾｮｩ＠ 1 この街道はニ明治二年頂

1 ツ茶屋村・神

戸村・北野村を貫く路線で路巾は

三間程左手屋上の突出は火見櫓

て呉研lま消防署莱役場の「神戸村

曾所」だった

1  aB ｾｄ＠ ｾｊｊ＠ ｾ＠ I今では鈴蘭燈昭 和 初 年 |

! など古めかし

じ様式だが嘗時は流行の先端を行

ったものだ時め神戸高工建築科

長古宇田寅氏の設計だが寅は京都

の三億遇とかをモデルにした由で

ある

IJi-- - -tf Iと云っτ も己

現 在

の窮昆Iま新築

直後で今ては路の南側に新しい街

燈の柱D¥立並んでいる いあゆる

「ジユラルミシ街」の名 Iま全国に

なりひびき天皇さまのお耳にも入

った由である とにかく一つの衛

を一つの様式で統制したという点

で新時代の先端を切ったわけだ



文 明 開 化 以 後 神 戸 の 都 市 主 建 築

上古の『武庫の入江』や中世の『稲原の都』の

ことはともか〈として、近代都市としての紳戸が

張足し? このは幕末の『兵庫開港』からと見てよい

であろう一一克もその少し前の文久三年に勝安房

守が紳戸村小野潰に『海軍操練所』を建設し? こが

ーーその後の張展は極めて念速度であっ fこらしい

明治初年の錦給〈カット参照〉なさ' を見ても祭せ

られるが、現に明治四年の五月の大風による水害

お民なるものを見るしその頃既に海岸湿りには

立派に二階建の西洋舘が立ち並んでい? こ。

これより先、明治元年『兵庫裁剣所』が開設さ

れに。これが後に『腕腰、』となっ? このであるが、

明治五年に還って現在の地に、オラング領事コル

トハルス氏の邸宅を買牧して移轄し? こ。嘗時、} 際

令から大蔵大輔に提出し? これ、う上申 書の文面に

は、その邸宅が『外園遊』であるとか 『悉皆商洋

遺りに謹直しの積り 』であるとかゐって、如何に

も『文明開化 J とL 、う惑じである。ま fこ以て、官

時の海岸湿りの景販を思、い合わすべきである。

その頃既に今日いうところの都市計聾の問題が

提起きれれ、うことは特筆ーに依する。すなはち街

路を整理し. 同時にこれを棋張して市街の商民主

瀧 1l 弓海

一新せしめにのである。このことに闘して『紳戸

市吏』に次のような興味ある一節が見えている。

… 道路市街の新絞に関して暮らその衡に宮 P しは

感官関戸由連指な担。由連諸裳て米図桑搭に赴主区手宇都

市のー涯を伺ν、知る。散にその昔t. になれる主主絡は

倉時の人の以てE管室に失? となせるところなれど、

今日よ P して之 k 見れば却って彼の迷宮慮h i J しを

思はしむ。然るに市街の規模 i比の如〈なるに] 5 ( し家

屋の構法依然として久し〈官 ｾ￸ を ｩｪｴ ｦｊざ ｐ しを以

て…・家屋も海ff次改造すベしと官ひ…・・ E史中身代あ

るものは成るベ〈底洋風にナベし( 云々〉

と。とにか〈こういう進歩的な人がいて、いわ

ゆる百年の大計を考えて〈れにおrかげで、とか〈

路巾の狭い紳戸が曲りなりにも都合らしい市筒に

なることができに。? ことえば元町通の南側の田ん

ぼ道を巾十聞の街路として将来の交通に備えよう

としに。官時一般からは無用の長牧j硯せられ反射

されfこが、彼は失望せす・説得につとめ、迭にこれ

を賓現せしめ? こ。その町名も将来の繁楽を祈って

『楽町 J と名づけ七、といろのである. まことに

今告の感に fこえね次第勺ある.

上鏑のカットは明治初年の木校厄 ｕ ｉｩ車線「禄 ｾｉｾ

納戸・区洋館・大湊の娘ひ. 小信禽」
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×  ×  X  

明治十年代は、いわ ゆ る 「自由民機 J の提唱 さ

れた時代でゐる。 r板垣. 死すとも自由は.f Eせす・ J

で有名な岐阜の遭難事件と殆5 時を悶じうして下

山手四丁目に( 今の度量街。検定所の敷地に南面し

て) r兵庫綜合議事堂 J が建築 された。堂キ? こる

八角の大ホ戸ル〈得稽参照〉。嘗時紳戸市内には

未にこれと比肩し得る大建築無〈、その山手に宮

初 代 の 兵 庫 l蘇 命 議 事 堂.

こ の 鮮 民1'1 英 闘 の 獲物 に 出 て い た も ので ある

ってき基え立つに奈は遥かの治1上からも仰望せられ

甚だ危視でめ っ7こ。明治23年 ・大阪・腎木徳山主主

版 の 『内脳級行・日本名所問料 』なる銅版画鍬の

文章によれば一一

危 棋 の傑 閣海 に のそ み 、 魚ft(li; の虫uきものは欧米 人 の

悠鎗に な り. ｾｩ￦ｴ 傑 附裁 ｩｫ たるは ｬ 綜 曾言銭高野 宝 生の建絞、

云 h

とゐる。その品; 式は、明らかに洋風7こらんと意ー

潤し7こにもか〉わら今、全体の調子は甚? ご日本的

でしかも気宇宏犬、最も典型的な文明開化型でめ

っ? こ。明治30年版『紳戸名稿案内記』の形容する

ところによれば一一

言語揚は八角形の二階建にして一事視さながら丸、手の如し

とある。この一句、以てその奇異の景観が如何

に人キを鰐かしTこかを F 、うべきである。

時ゐ? こかも鹿鳴館時代、たまにま入港し? こ外閣

艦隊の将士を招待して天長箇祝賀の夜舎を僅すこ

とになっ? こが、遁嘗の禽場が無いので、この議事

堂を急; に 『模様替』をして主義大な舞踏舎を行つに

自である( 模様替とは、察するに段形の議席の床

の中央部ゐ 7こりを麗〈するため新干ごに臨時の床で

も造つにのでもめろうか 1

文明 開 化ｭＭｾのも一つの典型は明治十七年に出液

18 

?こ 『市中戸小撃校』の講堂である( 橋議参照〉。木

造二階建で、犠式はかな h 気のきい? こルネサンス

風であっ7・が、二階の中央ベランダ上の破風に鳳

風の彫刻カ; 漆喰で浮出してあっ7・0 時の人呼んで

『鳳風講堂 』 とL 、〉、ヌ 『ピー J - ' ロの講堂』とも

いつ fこそうて。窓、がすべてガラス張りでピカピカ

するのが人の目を文字通り幻延長しfこの・でゐる。こ

の建物は後年多少の模様替をして諏訪山に移され

明治初年の脚戸におりる最美の，/J 、寧校建築

但しとのm震は明治末期のものと敗定される

『敬育命館 』 として保存されて L 、7・が、不幸戦災

で失われてしまっ 1- 。

×  ×  ×  

他者iil 計i と比べ 1- )jj lド戸の特 色は、いわゆる『開港

場 』時代以旅の英図情緒にあっ1- 。居留地や山手

に建てられ7・外人向きの邸宅一一表側に置いベラ

ングをもっ南園風の二階家ーーなぜは他所には一

寸見られぬ趣があっf こ。尤もこれとよ〈似Tこ風景

は明治初年の大阪の川口く居留地〉あ?こりにも見

られ γ らしいが。こう L、う具閣情緒一一 資は明治

情緒なのにがーーも多〈鞍災で失われてしまっfこ

×  ×  ×  

文明開化時代は、精紳は熱烈な商洋模倣fごが、

技術は依然として奮来の日本風、従ってそこに生

れ出? こものが混血的様式1 ' : : : つにことは止なを得な

L、。ところが明治も三十年代になると這々に銑錬

されに洋風建築を生u " ようになっ? こ。ぞう L、ぅ洗

錬された作品として少〈とも三つをあげねばなら

rTJ. 。

その第ーは 』兵庫腕際会 』でゐる。純然「こるフ

ランス風ルネサンス式で b 美しいという点では紳



戸の生んだ最高の作品で あ れ 恐 ら 〈 全 閣 的 に 見

ても有数の傑作の列にイ立すべきものでゐつ7こ。設

計者 lま工謬博士山口牛六氏。長ら〈フランスにで

勉撃しにという人1 ' : けあって、まことに あかぬけ

のしに作風であった。がその反面、構造的には多

少の雛もあっTこかと恩われ、現に爾後の地震や特

に今度の段災でその欠点があらわれた。

こういう点で廓懸と封勝、的なのは 「紳 戸m: 裁判

所』の建築であっ? こ。設計者は神戸出身の建築家

官時の司法省技師? ごっ? こ河合治離氏でゐる。氏は

かつて、新進の工事ゴごとして東京中央官聴会建築

工事の準備のTこめに、 各種職工数十人を引卒し て

ドイツに習撃し、つぶさにドイツ建築の賞際につ

いで勉撃して蹄 つfこ人である。爾衆司法省の建築

には物堅いドイツ風の惇統がゐった。この紳戸直

裁判所の建物も、お- 式的には少しくゐかぬりの し

ない所があっfこが、その帯主債の堅守. ，施工の周到

はまことに篇〈べきも のがあり 、その効果が皮肉

にも今問の被災によって夏めて萱設さt . 1 . 1こ。

以上のごつは目下復習工事中である。イE し奮静.

の完全な回復はもとよ ' り監 tr べ〈もない。これに

劃して第三にあぐべき醤 『市役所 』の建築 は殆ゴ

鞍災にあわす¥従って哲槻を最もよ〈保存してい

る、が作品としては上記の二つに比すると若干の

遜色無きを得ない。

以上の三者は夫キ関・解・市の役所建築でめる

明治三十年代にこうし、う種類の建築が現れ Tことい

うのも時代乃至関連の反映であろうか。そして、

この三大建築が相前後して竣工すると殆芯同時に

日露敬告書となっ7このである。

明治十五俸の銅版街、理奇主I i . ものれんもロ _ 7字綴 である

×  ×  ×  

明治初年の紳戸名所は木版刷の錦給( カット参

照〉。によって紹介され? こ。その後二十年・代へか

けて銅版蕗や石版諮が流行した〈抑措置多照〉。が

やがて湾民版の進歩と共に、 Ｑ ま ｙ 日Ｇ￟ ｴｾ 設さ舎をｊＧｦＮと

してエハガキの流行となっTこ。者ill 市神戸ぞれ自身

の鍵謹もま? ここれと歩調を共にする。すなわち 、

錦 給 ・銅版爵 ・石版番 ・エハガキの饗謹 と比例し

て、郷土色豊かな 『開港場』から全開共通の大都

市へと移行し f このである 。が天然の地勢は如何と

もい? こし方なしこれが依然として紳戸の性格と

運命とを規定する。

山と栴とにはさまれて、 TこY 東聞にのぴTこ此の

帯のような大都市。その都市の中央部を餓遺綿路

が 、ゐfこかも脊骨のやうに貫いて 、たずさ え細長

い市中戸の街を一層細長い感じにしている。しかも

その fこめ市内の交通は 、永い問団合臭い踏切若干に

遮断さ‘ れて甚しい障害をうけていに。それが高架

線に'切替えられて本官に都合らしい姿になっ? こ、

という時は同時に浦酬率控の始まつf二時である。

その後のことは人々の周〈安nるところである。

×  ×  ×  

近代都市としての紳戸は貿易港から琵足し? こ。

事責ま?こ或る菌においては日本一の貿易港で さえ

あっTこ。が榊戸が果して{ O J f 時まで在来のような綴

式の港若 ｾ｜Ｑ ニり得ょうか。僚に将来もまに問ーの統

に沿うて設展すべきものとしてあ、紳戸には地勢

の上で先ヲミ的な制約がある。

その上に航空機の設遼が海上の交通を奮い主義式

としてしまうのもそんなに速い将来のこ k ではな

いにろう。こーに航ｾ港の問題が起って来る。現

に最近の報道によれば、この問題に関して 、大限

・ 紳戸商市では『パン ・アメリカ ｾ r ノース ・ウ

エスタン J 雨航窓合批代表との懇談の機合を; f ; : ' I b

つ》ある自である 。この懇談が、果して化時正式

の合談となり 、更に協定となるかはわからなレ。

が、とに か 〈探るべき時代は 『紳戸 J を単調の都

市と して考え雛〈するであらう。少くとも 「阪酔

』は一体として世界的様式のも t に考えられねば

なるまいーーということ 、果して誇大安想、であろ

うか。 (筆者・ 紳戸工事教授〉
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神戸その他の戟災都市の復興状羽について

岡 茂 務j本

先十第一に終戦後から現在迄に建った家の散は E れf守. であろうか。それを統計で見てみると

下表のようになる。

A 竣 功 戸 数

住 宅 非住家 合 計

兵 庫 腕 105. 717 20，314 126，031 

紳 戸 市 31，558 3，526 35，084 

続 路 市 5，784 1，612  7，396 

宵 宮 市 4，592 491 5，083 

明 石 市 3，911 442 4，353 

尼 崎 市 3，872 536 4，408 

師ち兵庫県系金体として見るときは6 1 %の復興率

であり、各市別では、姫路市が最上位で645話、紳

戸市が綾下位で 3 0 %、間宮、尼崎、明石の各ni は

犬休同一歩調で
405ちとなっている。もっともこれ

は鞍災戸般に劃する単なる復興* であり、この他

に建物疎開による披失戸段、自然関朽によるもの

災害による滅失戸数、或は人口の自燃増加及び引

揚者による不足戸敏i等を考慮。に 入 れ る し こ の 復

興E容はもっと下って〈る筈であり、叉ぞれらを考

慮しに復興Z容がほんとのものであろう。又住宅と

非性家・との比率は、兵庫線全体としては、住宅が

8 4 %、紳戸市では 9，0 %となイ? でいる。

きて復興を敵字的に見れば、上述のようである

が. その貧態はぜうであらうかー復興には今後数

十年を要し、叉その資材にも限度がある乙とを思

えば. 最も重要な、最も必要なものから重点的に

乎をつりで再建して行〈のが常道であるが、資先k

は果してさ' うであらうか。

元町、新開地等の霊祭り場を歩〈しいろいろの

開庖や料理底、映告書館なさ' が建ち並び、鞍前に劣

らぬ賑やかさである。一見入キは之が紳戸市の復

興 l rこ委であると見まちがうかも知れない。しか

し足を一歩表通りから、裏町の方の. かつては住

宅街でゐつにと思われるような所に踏み入れると

2 0  

B  ｾ安災戸駁 復 興 寧

( Aj B)  

61 %  

30 %  

64 %  

39 %  

40 %  
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11，155 40 %  

そこ 1- は相駆らす・瓦磯累# として、敗験以来の焼

野ケ原が展開 L ている。そじてその焼跡の中の、

鍛柾切れや木切れの堆積としか見え，よいような堀

立小屋の中から、毎朝mJ J勢者逮が工場八、事交は事

務所八し夫今の職場へ湿っている。映郵館や喫

茶底も勿論必要ではあらうが、ぞれらを二つ建て

る所を一つで我慢して、そしてその代りに之らの

勤害事者階叡に住tr震の最低眼の佐宅を輿えよとい

うことは、そんなに無理なことであろうか。無理

でないとすれば、現在の復興紋況は、建つ? こ家の

散は別問題として、その復興の主主点のあり所の点

で、余り感心しTこものとは L、えぬと思う。この事

が、昨年 8 月政府が行つTこ住宅調査の結果にさ' う

表われているか見てみよう。

住宅戸般 世帯数 不足敵 充足率

兵庫鯨 53:3，606 677，592 88，986 8 6 . 6 % 

市 部 会68，282 328. 154 59，872 8 1 . 8 % 

郡 部 320，324 349，438 29，114 9 1 . 7 % 

即ち市部に於ては約t 3 %、郡部に於ては約 8 %

の住宅不足を示している。もっとも、之は現在そ

の土地キキに住んでいる人逮に劃する不足吾容であ

って、住宅が然。いfこめに速い所・から毎日l AWJJ して

いるとか、或は疎開先から蹄 9rこいりれ乞家がな

いf こめに悶れないという人達は含まれていないか



ら、之等を入れて考えると不足率いもっとす・っと

場加して〈るものと思われる。或は叉、商土計・寮

的に地方計霊的に人口の配分計聾を? こで、ぞれら

の制整人口に酎する住宅の不足率を考えるのが、

ほんとかも知れないが、とにか〈現在住んでいる

そのま〉の形で考えると以上の様7よ不足率になる

謹である。

ｾに住宅の所有関係の種類別を見てみると、神

戸市を例にとると、鞍前には持家
305話、借家6 7 %

給興住宅 3 %の割合であっ? このが、段後には持家

655話、借家28%、給奥住宅 7 %と鍵化してきてい

る。 ｾｰ ち持家と借家の比率が丁度反針になり、袷

興住宅の比喜容は倍増している。

更に持家と借家との比率を専用住宅と併用住宅

とに分りて見てみると、之も紳戸市の例で、専用

住宅では持家と借家の比率は 38: 62であり、併用

住宅では56: 44 となり、併用住宅の方に持家が多

いという結果になっている。

以 上 の 住 宅 調 査 の 結 果 を 綜 合 し て 考 え る し

“ 住宅は不足してをト しかも借家が不足してい

る。" ということになる。そして借家には専用住宅

の形式のものが比較的多いということから“ 住宅

は不足してをち、 しかも専用住宅が不足してい

る。" と言い唆えでもよいであろう。即ち前に述べ

〈一三寅よりつづき〉

ち合世帯は我慢するとして一際世帯般に鉛して佐

宅教が9 0 %あればよいとみてよいでしょう。

( 16年次は92%) 黙しこれは殿前規模の住宅につ

いていえることで、殺後建築の如き小規模なもの

は一世帯一戸を確保しTこい。従- " ) て

〈毅前並磁時中建築住宅居住世帯数) 106，485 x  

ｾ］＠ 95. 836・・ H ・H ・-… A

100 

( 戦後建築住宅居住世帯数) 36，270ー( 職後建築

住宅数) 33，189 =  3，131 …. . . . ・H ・.13

95，836 - 81，792 ( 戦前並戦時中建築性宅戸数〉

= 1 4，044 …...・ H ・. 0

前{ 医小合非住宅は 7，531戸で内 7，Ol>0戸を再建の l必

要あるものとして

0 +  B + 7，OOO=14. 0H+3，13H- 7，OOO=  24，175 

となる。燃し現在建築中 535戸、建築済に t 居住

のもの1 ，257戸合計1，792戸をこれから差ち I <と

1亙歪Eiが現在不足戸数となる。之は23年8月1日

Tこ機に、繁華街の復興のみが阜〈て. かんじんの

住宅街の復興が遅れているということをこの住宅

調査の結果が、患的に、且つ験的に表わしている

と雷えよう。

しからばこの余り感心せぬ事責を捉えて、我キ

はぜんな手を打つべきであらうか。

鞍官官は君事山あっ7こ借家に佳っていた人達、言い

艶えれば勤努者階級の? こめに闘が住宅を建て〉供

給してやれというのか。或はもっと借家企業が呉

るように、借家企業がもっと採‘ 算がとれるような

措置をとれというのか。事支は自分で家を建てると

き、もっと気軽に建てられるまうに金融的措置を

講じよというのか。

これらの問題は既に論議され又賓行に移されて

いるが、夫ｾ陸路があり、中身論議されるように

はゆかない。誠に日暮れて遭還しの感がある。し

かし我キは40年か冶って宮、 50年か〉つでも年敏

は聞はない。じっくりこの復興の大仕事しとり

組もう。? こにその復興の過程に於て、正直者が損

をしないように、叉最も主主要な所が優先的になる

ように、皆の納得のい〈復興をやり? ごいと念願す

るのである。

く録者・兵 ｷ 揮系建築音ｾ長〕

現在の不足戸数であっ1 、しかもこれは一際の草

純素朴な計算であることは前症のとおりでありま

すが、参考の震計算しf こにすぎません。以上所載

の資料は今次伎宅調査の一部であって政府首局か

ら公表の正式許可を得ていませんが 、本市統計課

読解のものであることを申添え t おきます。

( 答者・紳戸市住宅稼技師〉

炉、ド建築@ t 金物

品皇ri! J.OJ 印ドアイcが

ｾｩｉｉＮｦ戸、Ｇ 工場、? 倉庫、Fガレ F チの1存に

旦拠調ハ宥師を雄官ZL7

/、 代 湯浅金物株式曾社

告 理 大 阪 、 東 京

T 后岡谷鋼機株式曾社

大阪、名古屋. 東京

支官大同鐸謹株式曾J社
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I  緒 言

今般神戸市に於て 愛施中の者 ｉｾ 市直制整理にあき

莱混行兵庫支庖( 銀行と略栴す〉が東南南側の道

路が蹟張せらる〉に依り、官銀行を現存有姿の段

丙北方に約20米移轄すべき工事を受命し、現在是

が工事の計主震を終り、施工の準備中でありますが

工事施工に際し諸賢の御批安! ] と御指導を賜り度〈

教でn に移持工事計霊の概要を披i医するものであ

ります。

官銀行は昭和二年に接工しその後毅災も免れ現

在儲' 業中の建物でありま して、 移韓工事中は目下

隣接地に建築中の偲鎖、業所に於て後業を櫨践し、

その聞に移轄工事をなすべきを附記殺します。

E  移轄・建物の構法及移動の概要

建物: 鍛筋コンクリート治 二階建( 一部地下

及塔屋〉、建坪 77坪余、延坪 138 坪余( 吹抜

き 個 所 別 〉 融 雪 量 約1，500噸:

移動: 商方へ約 8 米、更に北方へ約15米会

女 品 目 カ

事

昆

22 

2畠Z

潟ZS 建 物 の 移 動

辻 郎銑 太

日 工 事 の 大 要

移動時に於ける障碍物即ち地下室の切断、健所

及湾化槽の取除き等を行うと共に建物を地中梁の

下端迄露出せしめ、補強養生をなし. 地中梁の下

端に移動の設備をなし移動し? こる後、寄託来事，轄地の

基礎上に据付け、 復奮工事をなす。

M 工事計霊 Ci施工順序〉の概要

1  移動時陣碍となる物件を下記のとおり鹿理

す。外周防火堺. 健所、浮化槽、床コンクリ ート

等は取扱して除去し、地下室並煙突脚部は建物の

地中梁下端高に於て切断し、余庫室及階段等は補

ｲＮ Ｎ ｾＡ 養生の上建物と同行すベ＼ｾＧￍ脅す。

2  移動準備工事として下記工事を同時議工す

建物の露出、 I可補強養生工事、移動設備工事、移

動地域内の明方工事、新移轄地の基礎工事等。

3  以上の工事完了と相前後して、主主物を先す-

I) [ j 方へ約 8 米移動し、移動設備の方向懲換を行っ

た上、了 ｉｉｾ 方へ約 ＱＵ 米移動す。

4  移轄地に到著せば Ｗ 象めｾ二備せし新基礎Ｈ地

耐力の関係に依り具るも、移動設備を取外す矯め

の単なる台なり〉上に建物を据付げ緊結並復欝ーて

事: をなす。

以上を以って移動工事方針の大要を終り土すが

以下移動に主せする細部を中述べます。

a 移動設備と建物の養生に就て

移動設備は前述の通り地中梁下端迄館出し ｲｾ る

後順次その下を塀撃し、下端の梨石を砥り取ると

共に、移動跨苗を充分に間" ' t Dr- る後、枕木を敷き

並べ「レール」を取付け r- る上に、鈎! 製回特棒

( コロ〉 、繋木 ( 樫板〉の順に設備し 、地中梁下端

の架石跡の凹凸を矯i E する と共に、建物の荷重を

均等に樫板を通じ「コロ」以下の移動設備に韓荷

すべ〈 砂嚢を入れ 、これを擦製棋或はさ較製棋 を 以

って純付りるものとする。 f古J 建物の構法上是が設

備を六列に敷設するものにして、之が要領は六列



地 武 階

パ

国

四

乍す宮室よ号予

"  e  

中各々各卒列宛、 建40J の片隅より順次交互に設備

す。

此の間各所に 101i L乃至201iLヂヤツキを以って一

時建物を支えるよう配置 し、建物の荷重を完全に

移I J ; 設備に縛荷し? こる後順次ヂ.ヤツキA を取外す

ものとす。

此の間建物の一部が此下し、 叉は移動中地盤そ

の他の関係に依り、同様の現象を惹起し或は移動

支点に肩心荷重のカI l ｾ＠ . ，こる場合之を文へる地中梁

の 預 度 等 よ れ 建 物 に 及 lます影響を械討し r- る結

果或程度建物の補強養生を必要とす。

依 って補強養生策として 、先十梁間 8 米の常業

室の中間に各地中梁より天井梁の聞に症を建て、

此の在より各方向に筋還を入れる外、 壁を有せ き'

る各摘立在間は企様に筋違と頑丈なる繋ｾ揺れｊｬＺ

@  

E事 攻 冨 田 税

理主 地
102. 000 

耳笹 主再 1i 屯 1孟

屋 上 塔 屋 18. H2 

一 一
パラペット ｾＱＮ ＳＰ＠ _1  

建 煙 突
4. 00 

屋 根ス ヲプ 14H. OO 

物
二 階 λ ラプ 43. 5り

校 2fl 3.82 

E五
屋 根 梁 51. M 

二 階 梁 17. 37 

:m.: 

地 中 梁 169. 自0

ダ ト 内 壁 δ29. 70 

告ギ書Eャ軍 ラ ') - 21. 50 

司" '" "  J V )Jに
100. 00 

プ ラ ユ タ ー

合 音十 1427. 日5

め等を入れて補強す、之が材料は 、鍛骨を使用す

るを最上と恩考するも経費その他の関係上不可能

なるを以って木骨迭とす。

b 移 動 法 に 就 て

建物を完全に移動設備に托せば、先今pg方へ約

8 米の移動に着手す 、 その方法は略圃の如し、ヂ

ヤツキを以って移動設備の樫板の部分、事正は地中

梁の後下部を押出すベ〈設備するものとし、建物

の各所に於ける重量を考慮して押出ヂヤツキの配

鐙をな し、 ヂャツキの操作を同時にして押出すも

の とす。

押出しデヤツキの数は 10庇ヂャツキ20挺をとA 世

. 9 " べ〈計霊中にして、これにより建物の総重量約

1，f j OO 噸を前述の移動設備に依り約十分のー即ち
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約 150噸に減少リ与るを以て之に聖母し20挺の押墜

力 200噸を加えれば移動し得るものと計重しゐり

各押出しヂヤツキ及還り出し操法は園示の如〈

布設レｾ Ｇ Ｉレの先端とヂヤツキの後怖を緊張器の取

付t 1 1こるワイヤーを以って緊結し、ヂャツキの押

出しにより、建物を詮り出す、斯〈してヂヤツキ

の捻出しが終 91こる場合( 働きがな〈なっ? こ場合

〉はワイヤーの短縮に依ってヂヤツキを迭り、同

様繰返し主主り出し 、ワイヤーの短縮不能となりた

る場合は、更に前面に布設のレ戸 J レの先端にワイ

ヤーを矧げ替え、前記同様に反覆操作するものと

す。斯様にして第一回移動完了せば、此蕗に於て

官官越の移動設備の要領に準じ、移動設備の方向鑓

換を行いTこる後、更に北方に同様要領を以って第

二回の移動をなす。

C 移 動 完 了 時 の 蕗 置

新移将地に到著せば、 7象め準備中の新基礎上〈

移動設備をなしにる六列の間隙に、在来地中梁下

端より約10糎低〈仕上て置( ) に建物を据付〈る

ものなるも. 英の方法は、移動設備時と同様に先

学ヂヤツキを以って、各所に建物を支えると共に

地中梁下端と新基礎上端の間際に鍛製棋を打込み

新基礎上に建物を支持しTこる後、順次砂嚢を破り

砂を出しつ〉模をと外し、交互に移動設備を取り外

し、要所にコンク U ートを打ち商め順衣「デヤツ

キ」を取外し、全般的に其の間限にコンクリ戸ト

を打ち、緊結するものとす。斯〈して移動を終り

7こる後、補強養生材の取外し、捜渓し、床工事者手

を始め現存通りの復穫をなす。

V 結
雪

同

以上の如〈移動工事計置の概E告をご串述べましTこ

が、研究と之が説明、共に不充分でありまして、

施工法は勿論、経遼其他各方面より、今後の研賞

課題とする鹿が多々宥るのでありますが、幸いｾ

見を多i笑割下さいましfこれば、今後経大の御支援

と御指導を切に斜I願い申上げ、同時に之が討j I に

際し、京都帝大坂博士他各位より御懇篤なる斜: 指

導を脇りまし? こ事を紙上を奔借し厚〈街: 陸を$ 上

げる次第であります。

( 筆者・竹中工務j苫紳戸支活動務〉

( 十五頁の績き〉

も著しい差異があるのである。今後は戦災都市の

復興計霊事業と共にこれ等の都市の改造、開張の

? こめに、種# の施設計霊をして行〈時期に? こもい

? こっていると考えられるし、まにこれ等の内容、

性格を充分研究して、附近農村との開蓮性も考え

Tこ庚い地域に豆つTこ計重、即ちいまよくいわれて

いる地方針盤としての立場からも計笠 しなη れば

ならない。やがてまにこのことは図土全体からみ

れば図土計霊の一部ともなるわりである。

いうまでもな〈都市はわれわれ自身のものであ

る。この都市位合ωあり方や方向がぜうであるか

によって、国家枇舎にさ' んな大 きな影響を奥える

かは、こ h にいうまでもない。今日のようなあら

ゆるものが困難な時代にも後世の? こめに誠窓と愛

情のかぎりをつ( して、鞍災地であるとないとを

聞はす・立荻な健全な都市計聾の貰現に力をつ〈し

にいものである。以上ほんの概略であるが兵庫鯨

の都市計書の現紋をのペて、明日のにめに. 特に

都市計霊に決定的な笠施関係、をも? これる建築家の

方今に御指導と御協力をお願い し? こいのである。

( 量医者・兵庫! 採土木部計雪量際建築係長〉

最高の水準を行く

松 谷 の 製 品
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大地震が起つf二時、紳戸は安全であるか、安を

でないか、という問題を私は犀々市民の皆桜から

受けます。この問題に針する回答は非常に面倒な

事でありますが、地震現象を兵さに解明すれば、

ぞれ程むつかしい事ではありません。

今般りに紳戸を中心にし? こ大地震が起ったと偲

定致しまし立う。そうしますし勿論 H現在H の

紳戸の住宅は大部分破壊されます。しかしその政

援は榊戸? ごりに止まらないで、帥戸を中心にして

100粁以内にある佐宅は、 3 - 4 割までは破壊さ

れます o 100 粁以上離れますと比叡的安全であり

ます。しかし100粁以上離れてをれば、経酎に安

全かとい、ますと、そうではありません。謀容を

受ける程度は、土地の極〈表居の厚さや性質が非

常に影響してをるからであります。普通の大地震

でありますと、ゆっ〈りし? こ振動の波動が震源か

ら四方~停って深ます。この厳にゆっ〈りし? こ波

動に酎しては、土地の極〈表暦の部分が厚ければ

厚い程、その表屠は大き〈伝動するのであります

烹この表層があまり厚過ぎますしそれ程大き〈

振動しな〈なります。恰度危いという厚§ がゐる

わりであ b ます。しかしこの厚きは箆訴から探る

波動の遡期により遣って探ますから、喪屠の厚さ

が何ｾの時、危いと限定する事が出来ませんＮこ

の表唐のｾきが恰度危い厚きである土地は、 Ｗ こと

え震央から 100粁以上離れてゐても安心出来ませ

ん。昭和19年12月 7 日の東南海道大地震では、震

5たから 100粁以内にゐる紀伊咋島に於ては、震饗

は大し? こ事はありませんでしfこが、君主央から 20り粁

近《も離れてゐ? こ名古屋地方や遠州灘沿岸の部分

は大被符を受げまし? こ。燃しそれと同じ位震央か

ら敵れてゐまし? こ大限地方では、ぞれ程の震容は

受けませんでしTこ。之は長居の厚さが厚いか薄い

かによって、此詠な主主異が出来Tこものと巴、われま

す。紀伊牛島は震央から近いにも拘らす、袋容を

あまり受りなかっTこのほ、表屠が離かっ? こからで

あろうと思われます。名古屋地方や遠州灘府岸は

経失から遥かに隊れていても、震容が大きかっTこ

のは、その地方の表唐が、恰度地震君主に製して危

い厚さであっ? このてろうと思われます 。それにひ

きかへ、大阪地方が大し? こ事: もなかっ? このほ、長

居があまり広過ぎにのでゐろうと思われます。こ

の事は目下、紳戸海・洋祭象台で研究中でゐりまし

て、その内はっきりしに事がいえるようになると

確信してを b ます。従って普断から極〈表居の厚

さを. 各地に豆って競査してを〈事は、地袋に謝

する針策として、最も 1必要な事であります。それ

はボ戸 P ング、叉は地震探銑法により測定する事

が出来ます。それでは榊戸は、その極〈夜麿が乞

うなってをるかとい〉ますし位置 により差異が

ゐりますが、大体20- 30米となってをります。こ

の程度でゐりますし震源からゆっ〈りしTこ波動

が来る場合は、大しfこ危険はないものと思はれま

す。かえって早い振動の放iこ射して危険でゐりま

す。しかしこの程度の厚さでありますと、それ程

大きな振動にな b得ませんし、早い振動の放を出

す地震は、大きな地'震ではありませんから、やは

り按令る程の事はないと思われます。そうします

し紳戸は地震に射して常に安全の様な寄託がしま

すが、これは紳戸から 100粁以上離れた所に大地

震が起つに場合の事であ・りましでも勿論紳戸が震

央になってをる場合は、先にも書きましf こ様に、
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大高官分の住宅は破壊されるJ t j : になるのでめります

それでは紳戸を中心にしに大地誌が起るかさう

かと L 、う事になります。これを J:r; る7こめには、地

誕はごＧうして起るかとｾＮ＿事が分らなければなり

ません。昭和15年までは、土臨護は断層;によ b起る

か、又は岸摂の貫入によって起るか、そのさ' ちら

かでゐろうと考えられていましにが、昭和15年に

は、そのさ' ちら- でも説明の出来ない; 地震が; 設見 さ

れまして、最近まで、地震はご'う して匙るのか分

らない j伏態になっていましに。しかし象者等の桁

究により、ょうや〈この方面も解決されまして、

結局地袋は岩探の爆設により起るのである事が分

ってF15 ましTこ。がft がこの岩援の爆殺はごうして起

るやうになるのか、まには っきり分っていません

が、恐ら〈治探中に含有されてをるウ ラン及びト

P ユーム等の ji 託子関i的爆蛮であろうと Ej われます

この治探は閣の: 僚に地下の所持に溜をなして存在

じてをるものでゐります。 そうーしますと、神戸の

地下にこの治当 ｩｪｾ 溜がゐるかないかによって、雨中戸

を中心にし＿こ大地提が、勝手 ｴｾ 起るかごすうかが決定

される事になります。この紫探溜の存在を調査す

る喜容は、地民主奇; 鍛法によって炭層の j事さを測定す

る程簡単にはゆきません。しかしその可能性はめ

ちます ω そのに 'i:l) には各地に精巧な: T t I ! 謀計を遊山

設置して、 i直宮な地説の起るのを待っか、地総会式

のアノーマりーを椅査すればよいのでゐります。

しかし5 ちらの二13‘ 法を用いて b 、非常に滋山の寿司

3定溜の，存在が考えられる日本では、かなり後雑な

事でゐりますが、不可能な事ではゐりません。王見

に義者は潮岬の京南方にかなり大きな来披潟が存

在してをる芸員。をつきとめてをとります。この様な大

きな岩採溜 で 爆 設 が 起 き ま す し 非 常 に 大 き な 地

i E となるものでゐります。従って昭和初年12月21

日の南海道大地五誌の設な大きな地袋を起こしたの

であります。しかし榊戸の東南方には この様に大

きな釆i採溜は存在 してをりません。しかし各方位

に亙ってまピ調査が行届いてをりませんから、榊

戸の地下に岩援溜がないとレう苓は出来ません。

しかしこれは皐晩到る時が採ると 窓、います。もし

神戸の地下に岩探i官はな〈ても 、紳戸から 100粁

以内の地点に大きな紫綬溜が存在してをりますと

やはり nilp戸は非常に 1E t 除であるといえます。

2 6  

そこで、榊戸は地髭に封して比政的安全ではあ

るが、結 ｾｴ に安全であるわけではありませんから

建造物は耐震的にしてをかなりればはりません@

もし完全に耐震的に作ってゐるならば、 7ことえ紳

戸を中心にし? こ大地震が起つでも、何色心配する

事はありません。家の中に居て括れてをればよい

事になります。家屋が倒れさえしなげれば、火災

も起らなりれば、人も ＿ｕ Ｎｬｾはゐりません。地震

はちっともこわいものでなくなります。今ではこ

れを吾々の生活に役立7ごせる方法も考えられてを

ります。

しかしこ〉に当ド' おに国つに事がゐります。それ

は入力で防ぎ特ない事ーです。即ち震源から大きな

波動がやって来ますと、地表面の弱い個所や、元

々断層のあっ仁川は科びとる事でゐります。これ

は人力で防ぐ事が出来ませ fしから、ゐらかじめ、

その様な部分を調査してをいて、そこには建法物

を作らなレ事が六切です。 Eさい蹴屠の位置は地質

読査から剣明 しますので、あら かじめ知る事が出

来るものです。

最も恐ろしいのは、除岸地方を襲A、地援活I 浪で

あります。これは地震の直接の被管よりは、かな

b蹟範囲に亙るものでゐ b ます 。しかも家財道具

ーさいを一時に引きさらって了ひます。これを防

ぐ二u法として防樹林、防汲堤等がめりますが、そ

れでも一際は侵氷致します。特に V 字型の滞奥に

於ては被害が大きくなります。しかも地足後2 0 -

山分イ合: で津浪は襲って来て、その後かなりの時聞

を h いて数回押寄せて来ます。それ故往々にして

集象台の津浪替報が間に合はない時があります。

叉聞には合ってをとるのですが停遣する迄に津浪は

プラスター

サ ン

焼
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建設省内にゐる建築技術の研究機関として「建

設省建築研究所」がある。こ〉で研究されたもの

を順次習を表するにめに建築研気報告として隔月に

出してゐる雑誌がこれである 。 内容は

都市計畳、建築経済、材料 、構造、

施工、設計計書、防災建設、等

最近の研究、調査報昔、安料が載せてあし

約40頁、各競一部下{ 50. 千Yl u.

申 込 先 東 京 都 新 宿 直 百 人 町4 丁目

建設省建築研究所、金書嘗開資耕

司a周囲R・・... ・・・・岡.園‘

-田・・・

--

「建築研究報告j

介

.y.:刃

i)¥口

来る事が ありま す。ぞれ故低い治・岸地方の人キは

常から津浪に封し，心掛げてをる必要があ‘ります。

もしかな b ゆっ〈りし? こ波動の地震( これが大地

震の特徴であります〉を感じた場合は、ー憾10米

以上の高所に避難しで、地震後一時間もして津浪

が採なかっ? こら‘ もう安心してよいと思います。

叉この地方の逮造物は土台と基礎をボ ールドで 関

定 してを〈必要がめる。きうしてをけば流失をま

ぬがれる場合がある。ぞこで紳戸について、津浪

の危険性を考えてみると、海が大阪程遠告をさでは

ないから、大阪に比べれば比較的安幸きであるが、

やはり海岸附近はー熔洗ばれる危険性はあ b ます

従って海岸附近の人々は以上の注意を常に心掛・け

t を〈必要があります。

こうじて一勝この間闘に封する也l答をした積り

であります。次にこ冶に用ゐ? こ専門誇の: w : 味を厨

を以って説明してをきます。下閣がそれでありま

す。 「建設時報」

内零は開土遺設会般に i歩る綜合研究雑誌で毎月

孜行、約30頁 、ー郁Y 4
0
. 〒5

縞 袋、建 設 省 内 聞 土 建 設 研 究 合

:投資所 . 子 育 園 地 方 行 政 皐 合

〈東京都京橋l i I ' f : 銀座間 7 了間 1容地 )

渇
「日本工業技術総覧」

白木工業合が編纂するものでr 裁に闘する綜合

的月刊パンフレツトで一部( 骨骨) 64頁、 VoO. 一

千Y4. 一 内容は

去礎工皐 ( 7 冊 〉。材料 ( 7冊) 0 ( 機械 8 冊 〉

送船 ( 7 冊〉。土木 ( 6 骨骨〉。建築 ( 6昔日〉。

宥察、 ( 6骨骨〉。錨11J ( 6櫛〉。基礎化摩( 5 情 〉

ＱＡＱＮｾ 機化摩 ＨＷ 仰〉。有機工芸町化星雲 ＨＱＱ 冊〕 。

工業一般 ( 5 ・目的。

建築の内燃は

主主築史及建築論。

防災。都市計務。

左なってゐる。

以上三つは官官11合の編集委員合で・取次すること

になってゐるので、御希望の向は朝日ピル内本合

事務室長の方八御申出になるやうおす 〉めする。

武士図法人 日 本 建 築 協 合 編 集 委 員 合
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今後の 建 築 施工について

日 野 勝 好

は し が き 科撃を軽視した唯心主義の設勇は胞

父惇* の穂ての物も美風も瞬時にして失つfこ。終

戦以来誌に四年人心も漸〈治り、震替もレートカ Z

薄付いれ。そして焼け 7こ街キにはz f ' 和日本再建の

真剣な復興えの賢カが本格的になって来七。限柿

地方にも終戦直後より占領軍が進駐し、兵舎工事

その他各種の建設工事があっ7こ。今後の施工及計

霊の上に得難い設多の参考資料を輿えてくれに。

これらに開係しに筆者がその2，3に就て記しτ 見?こ

L 、。

1・ 建 設 の 速 度 作 戦 目 的 達 成 の 震 の 家 諸 施 設 工

事のスピデイーなる事は素より民間工事の速度と

は比較すべきではないが、吾キの在来否寧ろ今日

の施工法のそれと比すれば、さを〈竹槍で機関銃に

躍す抗する程の差異がある。彼の科惑の粋を集め 7こ

機械化部除の像力は魔術の如〈感ぜられる。一葦

よ < 1，O(}O入力に匹敵するフソレトーザ、電源不要

のデレツキ及クレーン自動車、一切の人力不要の

ダンプカー並にボーリングカ F 等の利用は不可能

な建設工事速度をも可能ならしめに。機械を操作

する数人の人員で能率的で而も確質性に於ても在

来の工法に比し雲泥の差があった。即ち我閣では

建設の速度は天候季節等の自然的保件に左右され

て居? こ。機械カの前にはそれらは命J の反響もない

風雨降雲は工程を左右しない事になる。符を走る

自動車が之を設明し? こ手近な例である。

一般にー閣の文化は速度の比で表し得るように

息える。交遁機関は勿論生産部門各施設や.建設工

事の速度で比較できる。又文明人はスピデイ【を

一般に好むものであって、台の十ｾ日を要した悠

が現在汽車では1日となり、更に今日航宰機を利用

すれば 1 時間に短縮され? こ、それ丈け文化の程度

が準んて事になる。復興建設の速度を担む資材難

安令熊は挫柚利用の障害ではあるが、今後施工業

者は合理的施工をなす潟め機織利用の組織に改良

28 

されるべきであろう 。t T< とも現在の様な幼稚な

手工業的の現場作業は工事速度も 10傍以上にでき

ると考える。然 し之を裏付げる改良§ れ? こ資材と

合理的な設計が是非必要である 。例えば早強セメ

ントや工場生産になる組立式諸資材等が線、ての部

分に利用できる事が望しいものガある。

2・犠遣の撹討更に軍縮設工事の構造の面に於

ても鋼材を頗る合理的に E つ多量に利用して居て

地震濁 fこる我閣の在来の一般建築構造方式が幼稚

である事が比較された。北陸震災の結果及びその

他過去の災害が立詮して居る如し木構造に於げ

る主材を傷めて柏穴を作る工法が現在でも街の建

物に随所に見受げられる。緊結性がなし織物j の

利用性に乏しい。即ち木構造に鍛物利用は施工に

機織を利用する} ; f 司ーである。社寺建築等の構造

問題は論外とする事にするが、一般日本に於りる

在来の木構造法は合珪性に乏しい、即ち軸部が頗

る軟弱で、開放的なる震め、耐震性な〈加えて外

槻美? に捕れ? 二重い屋根を持って居て、監の配置

も頗る偽情して居れ基礎との蓮絡性が不充分で

あり、一体的な結構性がな〈只大工任せの柏で蓮

って居るに過ぎない、納のない結構こそ鋼材利用

以外にない故今後の震災特に抗する唯一の方法か

と思う。復奥の進捗につれ、生活様式も艶りタタ

ミ式の開徴的から、椅子式の個室式になる合理的

な 笠 配 置 と な れ 耐2塁手法も謹歩するものと思う

が僅の釘ゃ鎚や納では地震の問題は決して解決で

きない、鋼材の利用こそ望しい、胴差や差柏で柱

材の主要断面の大部分が失われて居る現在でゐる

兵舎建築には鋸以外撃は不必要でゐつfこ。建具其

他特別のもの以外今後大工より撃が拾てられTこら

棒透理論の準歩に一歩大きく接近するのでは Ｑｾ か

ろうか。釘もネジ釘を主要な個所に利用すべきで

あって、用材も在来の正方形及関形の断商の不経

済なものより、長方形の剛度の大なるものを利用

すべきである。そして今後は資材の瑳明改良と共

に軽い屋根で耐火的外装が室しい、糊者聞の利用

と相倹って鋼材利用度の高度化す急事が今後の構

造上最も望ましいｾと思ふ。鎖筋コンクリート及

鎖骨造に闘しでは別の楼舎に筆を取りにい。

3・ 設 備 に つ い て 日本には在来より榊懸の迷



信tr:J な平面計霊法がゐる。即ち鬼門、井戸、寵、

便所の方位設備の問題であるが、これも科率的検

きでなかろうか。今後はコンクリートも配給率で

運燃し、ホイストもタワーも、デレツキの張網も

不要になり、電源が自由に得られる自働率寓能時

代になすべきであろう。

不確軍Eな手工業然? こる現場作業が能率主義の機

械化され資材は工場生産で、現場は工場の延長化

きる〉べきであろう。新〈すれば建設工事のコス

トも標準化し、無用の競字性も解消、し土建界も明

朗化するのではなかろうか。 ( 4. 24)

( 錐者・竹中工務居申* 戸支席、砂外・絞菅十部長〉

村をすれば線、て之等の理論の根撲がなくなる。即

ち温さ、涼さ、明き、便利きが自由に各室にも得

られ〉ば、井戸は水道とし、竃は瓦j折電寄託を利用

し、健所は7k洗式とすれば、方位論の問題はな〈

なる筈である。明きは電，焦で、冷温さは瓦斯及電

叛で自由に調節できる。在来の2 f-面計室長法は総て

自然に順感式で近代文化を担み過ぎて居f こ。即ち

設備工事の完備は今後の建築施工に殺も必要な事

項であろう。

開港、食時運上所入口に掲げた掛札( 放内海忠膨

男候が済関人に脅かしたもの〉

開港揚紳戸にと って英語は必喪失〈・ととので世

ぬ安本であった。ひと頃は車夫まで片曾ながら英

語を跨る者が少〈なか った。 爾僚の遊郎を中心 と

する重主娼妓の敬祭の? と・めに設立された『稲原女居住

絞 』 では裁講堂宇繍物の他に特に笑誇の科目があっ

た。時は明治二十一年、いわゆる鹿嶋館時代の末

期であって、 l際知事や市長が牽先雪量範の 『舞路市雪

』 を似し? と頃の憶である。

霊芸妓と英語

事務及作業の能率増進、家庭生活の愉さもーに

電策、瓦斯及水道の施設利用に錫する。今日まで吾

キは余りにも自然を怖れ従順であっf こ。科書裂は白 、

黙昇、の未開拓を ぜ切り開〈唯一の捜械である。建築

の平面計聾に科事を採、り入れ' > l i 迷信は消える。

ＷＢ は船で、ｾ祭は航ｾ機で利用して居る現在、地

は設備で充分利用できる筈である。復興建設も愈

本格化しTこ今日に於て先準閣に倣ひ吾々の生活の

程度を向上さす必要がゐる。之に就いても未開殻

資源やあらゆる生産の増強が望しい。進駐軍の兵

舎工事及家族住宅の内外設備の完備は全〈素晴し

いものでめる。草に雨絡を ｊ 変ｾＮ寒暑を避りる建築

本来の目標よれ更に愉しめる 憩の建設化を期し

? こい。近代文化を高度に利用する設備工事の普及

化が軍施設工事より強〈壁土えられに。

む す び 要するに今後の建築施工の問題は設

計は勿論、施て分野に於ても科ｾ｀Ｂ ｜ 用及機織の利

用が最も望ましい、そして理論に基礎をお〈織工

法をもって従来の絞験主義的な施工法に代えるべ

所作製JK 

家 具 ・ 造 作 ・ 建 具 ・ ミ γ ν 架 台

室 内 装 飾

舶 舶 車 輔 装 備

住 宅 底 締 増 改 築

設 計 施 工 並 請 負

:.::1:三
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式
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一
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都 市 復 興 と 建 築 家 の 責 任

紳 回 省

現在各鞍災都市の建築は温キと復興せられては

ゐるが 、衛視し て そのうち幾割が責任ある建築家

の企霊或は設計によるものか、甚? ご裳心、に j長えな

いものがある。建築というものは最も一般大衆に

理解され易い、親みのある科皐であるだけに、そ

の一般的芸本要項、例えば平面1 1 "1- 聾、叉は立高員!

＿君等に迄施主とし ての意見、 希望が ｾｦｦＡ 調せられ 、

建築家の良心的作; ' @' がや〉もすれば犯され易い喜容

がゐる。勿論総主 としての憲 ー見はｾ冒し、之を主主

築家として最も安官に具現する事は是非考燃され

ねばならないことである。

近来者f¥市に建築せられる住宅設は商庖建能等に

して、余りにも 緊急Ｚ需要に迫られるとはいえ、 Ｚｦ ｲＮ，ｾ

秩序な不健康な企叢により 、雑然と戦前のそれと

同じ〈復興せられるのを見るとき、建築家の資任

を今夏乍ら痛感するのでゐる。併しこのことは必

十しも建築家 ｦｾＨＱ の賢任とは限らないが、その時

代の経桝、世相叉は思想、互交は資材等にも関連し

て自らこの様な姿を現わして来? このである。

建築はその時代の経済、思想、或は世宇f 1 を最も

端的に表現するものでめる。このことは洋のヲ夜間

を不問連築の際! 史を図版，し、叉 その時代の経済、

思惣等を図版すれば自ら明らかな: ; f ，' である。更に

近〈は吾闘の敗鞍直後の混乱時代から、子黒柱の九

原則による経済的行詰 b打開時代にj i . る迄の健か

な間の経済、思想、 'j f ! : f f 1 去年の録法がその陸後輿建

築の上 lこ形態となり、 或は色調ともなりま見われて

いる。然し建築家はレつの時代にも冷問、でなけれ

ねばならない。その時代の様相を術腕している気

持ちを持ってい Tこいものでみる。雑事Fの中 lこL、て

その周閣f ごり の様相を概て 、凡てを列島rr していて

は恩わぬ汚点を後世に旋す事になりわすまいか ω

近頃の雑然? こる建築企象や惹ー更は或はこのような

事を裏書きしている務に恩われる。目先行けの較
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務な世相 に影 響 されて、上商fごりの漉薄な建築が

綾々出現 して ゐるこ とは杢〈 遺憾な ことで ある。

私は毎日通る筒の建築を見て、これ等の建築が

建築家の参霊しな い、事立は参聾しでも 営利にのみ

走り無責任にも湾海な世相に迎合し、叉は素人の

思い付きにより工人まかせの雑然? こる、司E ろ不快

なJ1匠の羅列を見る降、若しこれ等の商庖笥の謹

慎企霊長と意匠設計が 、優秀なる建築家の手によっ

てなされにならば、如何に滑新にして、洗練され

に真に無持ちのよい街になる事f: ろうと思うど措

; 念で ならない。

建築は個人のものではな い。 掴キの建築が集り

筒をつ〈り都市を形成するのである 。個人の建築

であっても祉合的には会のものである。都市美は

建築によって左右される こと甚大であるを思うと

き、 ilt 人も叉茶公共性を認識し、叉建築ぜこ参主主す

る建築家も第、こ主主黙の社合性、公共性を自 fをしな

ければならない。

近頃『親光都市』 とか 『文化都市建設』とかい

はれてゐるが、現在の滋な無秩序な建築、或は讃

薄な官匠の建築の羅列で、果して文化都市、i ' l l 光

都市等 れ、えるで あろうか。 幸か不幸か鞍災によ

って一切が無になっ? こ今目、文化者!日市建設に今日

程建築家を必要とする時代はない。祉合も建築家

を重要観しでもっと活用すべきである。例え十坪

の小住宅、商唐建築等れ、えさ' も凡で建築家の良

心ある意匠と技術を活用すべきである。叉閣家も

この復興に最も大きな仕事l を持つ建築家の祉合的

地{ す. を向上させ、且つ法的にも裏付げなければな

らない時である。建築士制度の硲立によって責任

ある良心的な建築家を社告的に保護しなければな

らない。こ h にも叉建築家の社合に針する資任が

生じて来る。

建築はその時代の世相、思想、或は経済等を j え現

すると先に述べ? こが 、建築は又建築が持ってゐる

思想、により入の気持、] i は雰圏織を誘導叉は醸成

するものであるといえる。例えば俗悪な建築群の

内に集る人の思哲、は俗悪であり、狭| 躍なる迷路を

持つ草野集し? こ不健康な建築群。の内では、常に犯罪

の某癌であり、軽薄な意塗に依る1歓楽街では 、人

心もヌそれに倣ひ、精彩r1，ょ企警による商底街には

そこに集る客筋も自ら高き品性があるが如 .きであ



る。誌に建築こそは批合を海化もしを叉俗芸t! :(こも

する股カを持つZ いる。 J社合政策とから見ても建

築が持つ感化カの偉大きを考える時、建築家の-sr

場も叉そこに自ら責任の窓大きを痛感 せなければ

ならない。今時大産主前猫逸の建築がナチの宜俸の

ためその感イじカを利用し? このもうべなるかなでゐ

る。

建築家の分均' として唯平に建築の企盤、設計及

技術のみを捻首すべきではなし都市計霊は勿論

のこと、 I辻哲F人の生活に闘係ゐるゐらゆる部門に

関連ゐり、又諺透L て行くべきである。当ーギリシ

ヤでは建築家は凡ての工撃の綜合的指導者でめっ

た と 闘 い 又 吾 闘 で も ti -建築技術者は他の技術者

sこ謝して所謂頭梁でゐった。然しその後他部門の

工事は長足の進歩を遂げたが建築は縄自の構造的

進歩を見 、 叉［ｗｾ匠的にも世界の思潮の盤濯により

様式主義より逢形主義、吏 tこ機能主義 えと定:匠撃

的にも艶濯して来てゐる。併し建築 の美という事

に就いては如何なる時代、如何なる，思潮 によるも

常 に t建築家により探史されて来たのである。機能

三主義建築にも自ら新時代による美の感売がある筈

である。建築の美に就いても時代の美 に劃する感

受の袋濯により表現さるべきで、古典建築の美は

その時代感覚をと表現し、ル・コルピジエの新産築

には又その時代の美の感覚を表現している。建築

家は常にその時代の美に樹する表現を忘れてはな

らない。それが又豆長意味に於τ 建築の進歩ともい

えよう。建築家は建築美、都市の美に就いても責

任を持たねばならない。

建築家は機能ということに闘しては唯単に建築

計霊、z r . 面計霊Tごりの事でなし他のあらゆる工

事の綜合的百十聾により始めて成し遂げられるとい

う事を忘れてはならない。新建築は機能主義建築

であり、機核的に不完全なる建築は即ち不経済な

る無駄な建築ともいえよう。

建築は叉構造的でな〈ではならない。その国の

資源と習慣耳えな畿多の災害の試練により猫自の家

屋構造が進歩改良されて来Tこが、吾閣の如き地震

闘でゐ h 、火災園である園では自らこれらの暴威

じ耐える勝進の進歩があるべきである。費源的に

も鋭、林閣といわれた吾閣も今や致時中の乱伐に、よ

り俊平や木構法に依存でき令、あまっき八百L伐に

より寧ろ 7K容の恐怖a にき えきらされ、且つ生存キそ

の新築坪数の約4 0 %にち及ぶ火災に依る損害ゐり

叉常に地震による脅威を感じ乍らも今筒木と紙の

家屋を営んでゐる AA態である。勿論経済的、資材

的考慮、は意訴でゐるが、苔国 家屋構造.は嘗燃耐震

耐火に移行せねばならぬのである。建築家として

焔にこの方面の研究も又資務の一つであれ社合

に街L ても 、木造は木滋ーなりに堅牢な建築を提供

する義務がある。

何時の時代にも建築には美と機能と堅牢さ 、こ

の三要素には愛りないものであれ唯夫斗の時代

の習を濯と進歩に伴ひ是等の三要素も准歩すべきは

勿論で ある。

建築家は穏に是等の進歩のTこめ不断の努力と研

究 することこそ祉会に封する建築家の義務と責任

である。

〈筆者 ・兵Ji l1l係建築部管絡事長長〕

明治30年頃の紳戸の物慎一班

" * 市内放合宿泊料賄料定置n 1ト

- Z民放合( 回漕薬及び料理屋にして宿屋象業の者)

種 別 | 一 等 | ニ 等 | 三 等

| 凶 倒 銅 銭| 凶 銭

洋食ー? 自 I  1. 8  0  I  1. 2  0  I  O. 7  ;) 

全 一 食

和食一泊

全 一食

O.  8  0  

1. 0  0  

O . δ 0  

二級放合( 法人m等業〉

O. 6 0  

。. 7 0  

O.  3  ;) 

Meet your friends 

Q  t  Ｂｔａｍｐｅ ， ｾｻＹ＠

グリル再 竿

O. 4 0  

O. 4  2  

O. 2 0  

紳戸・元町J ・二丁目

電・元町④ 苦手
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最 廉 な る も の

松 浦 勇 太 郎

諺に 『只 lまさ厳いものはない 』 という。成稜物

を只で貰えば、これ程安いものはゐるまい。燃し

貰い放しで済まされぬ人聞社舎にありでは、却っ

て安物が高〈つ〈例は鯵〈な L 、。

『タカラレ J tこり『オゴラ，サレ. i l tこりはま? ご安

い部類で、酷いのになると 『ムシラレル』のがあ

b 、その認めに名を墜し藍を失うものさえある。

桂公の晩年手獲の公簡が遂に崇って公の政事的

生命を失わしめ? こが、これなさ' は、如何に『只』

のものが高いものについにかの質例である。

藤原銀次郎氏が王子製紙時代、樺太開拓の名で

材木を『只』で扮下げてやろうとの嘗局の好意を

斥りて、 『只 』程高いものはないからとて、一石

『五鎚』で買い取っ? これ、ぅ、有名な話があるが

賢明な庭置といわねばならね。

それなら作J が最も廉いかとし、えば私は直に『書

物 1 であると答え得る。書物程厳いものは Tふい.

鞍前なら威聞か診園禽〈ても五圏、十回で非常な

良著書が手に入つに。今でもこ. 三百園高〈て玉、

《百固で良書 を購ぃ得る。

書物は著者の章受菩を霊 して書 いTこもので、その

著者の智識経験のあらゆる施誌を煩倒しにもので

決して遺憾はない。

これがピ F ス三個か八個で買へるの? てから貨に

廉いもの ｴＺｾ 。恐ら〈これｻ立僚僚があって廉いもの

は他にあるまい。撚るにこの廉い書物にも一二の

欠点がある。

第一如何なる良書でも説むカがなげれば韻めな

い。能力のないものには名著も猪に小剣である。

第二は韻ん? ご宮人丈のもので仮令親子であって

もこれを知るに由がない。顕んfご官人がこれを惇

えない限り、これを享受するは難い。これがその

欠点である。

f止には名寿子良書が多いに拘らすも脊及されないの
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はこれがmめである。それならその次に廉いもの

は何であろうか。私は曙路な< f 建築』であると

答える。現今の建築はー坪査高金又は武湾、参ｾ

とか、る。十二坪の家でも十数寓園又は数十演を

饗する。この点から云えば高いものt: 。

然しこれ位利用債備に於て有効絶大なるものは

他に ゐるまい。

第 一、日光通風の良い家に J倭tr 人は長生する。

第二、一家一放悉〈その恩海ーを受げる 。

第三、便利な家は能率が上がる。、

第四、財産となる。子孫に践す最もよき遺産で

ある。

第五、外概の美はその地方を美化し又文化を高

める。その他鍛へるならばま Tごま t: あらう。これ

らを綜合して、世界最廉なるものは建築であると

いぃ得る。

fこfご欠点は金高の嵩む事であるが、今偲ちに家

齢を五十年とすれば、その負捻は割に軽いものと

なる。

『只』のもの必十 しも 『只』なら令、厳いもの

必す・しも僚からす¥高いもの必す'高いのではない

その利用債依如何で、高いものも廉いものになる

が、建築の如きは正にこれに該嘗する。

のみならす建築は人間祉舎には不可歓の住家で

あって、その警悪は直に祉舎の警悪に通じ、その

興亡は直に民族の奥亡を意味する。

我キは建築家はこうし? 二重要な部門の産業人で

ある 。思え ば重大な責任を負う て居? こものである

我等は此の職安を重しとし、奥えられ? こ験分を#

ぴ且つ完うすべきであると思う@

/  縁式舎軍士松浦工務庖最士長1

1筆者 ・ l  
t  兵庫際建設工業組合組合長/

家のクリー= ング

* 古家屋が新築関稼 と な る 美 索 ヱ 事

ヲ骨新築家屋にお手入のいらぬ美紫ヱ事請負

女石・ 9 イ ノ レ 洗 告 書 エ $

器 美 素 工 業 所

大阪市東区瓦町〈堺筋) 三和区ノル三階

ｾ宮古新町⑬ ＵＷＷＷ Ｚｪ寄



兵庫懸下建設業者数の愛選

山 内 嘉 兵 衛

兵庫鯨下に於げる土木建築請負業者の組織する

組合、その設立、解散年月日及び組合員数を表示

すると第 1表- のとおりでゐる。

下記の表について若干の設明をしようと黒う。

兵庫鯨では昭和 9 年 9 月 1 2 日兵庫鯨令第 5 Ｒｾ ，虎

で土木建築請負業規則を稜令し、これに基いて昭

和 1 5 年 1 1月に兵庫腕土木建築工業組合の設立

が認可せられたが、この組合は兵庫膝下に於て包

括請負により土木工事叉は建築工事を業とするも

のを以て組織し、組合員数は 16年 4 月現在で2，805

名でゐる。その後商工省の指令によって企業整備

を行い、 1年間 5 0高回以上の請負賢績をもっ者

第 1 表 圏体の痩選立立びにその構成員数

を以て近畿土木建築統制組合兵庫燃支部を組織し

その教が 8 4 名に減じ、上記の変格のない者は、

大工組合、土工組合を組織したのである。その後

政府の方針に従って験時建設圏、日本建設工業統

制組合と順次鑓還し、更に商工組合法の疲止と共

lご任意圏休? こる日本建設工業合兵庫懸支部を結成

し、更にその閉鎖 ( 23. 3. 1) に関連して兵庫鯨建

設工業組合を昭和 2 3 年 1 月2 3 日に設立し、綜

合建設工事業者を以てこの組合を組織し、 2 4 年

3 月 1 日現在を以て446名となっているのである。

更に牒下各地置の代表として紳戸市内の組合員

につき第 1表の内容を検討しようと思う。

第 2 表に示すように 、兵庫県系土木建築工業組合

時代は、組合員数 512 に封し、他府鯨に本庖を有

するもの〉紳戸市内に於りる支底、管業者撒1:1. 15

であって、その比率以2. 93; ちとなっている。これ

は 612 名の大部分古川、業者である隠係にもよるが

日本建設工業合時代になると、命員 231 名の中、

図 体 名 11兵庫際土木建築|近畿土木建築統制|近 縁 戦 時 守 図lF 敵 工 業 統 押 す 政 工 業 管|兵 隊 隊 建 骸

工 業 組 合 組 合 兵 庫 際 支部 兵 庫 隊 部 合 兵 降 車 率 支 部 兵 際 支 部 工 業 組 合

絞 立 年 月 日 紹15・Il・25 昭 1!l・ 3. 1  昭20. 4・1 昭20・11・1 昭22・3・1 昭23・1023

角年放年月日

昭 19・2 昭20・3・31 昭20・10・1 昭22・2・28 昭23・3・1

〔閉鎖 j

組 合 員 数

昭16・4・1 昭1!l・12・1 昭21・6・30 昭23・2・1 昭24. 3・1

制釜去年月日

紳 戸 市 δ12 26 24 
231 ( 140)  174 

尼 崎 市 118 14 
7  59 ( 43)  56 

西 宮 市 130 7  
4  24 ( 22)  26 

芦 屋 市 66 1  4  10 ( 8)  13 

伊 丹 市 26 
。 l  16 ( 14)  12 

明 石 市 30 
。 z  、

14 ( 12)  

姫 路 市 70 9  9  46 ( 35)  39 

相 生 市
。 。 。

1  ( 1)  1  

務I 本 市 39 2  
1  3  ( 3)  4  

武 庫 君 1 i 214 
。 4  31 ( 21)  24 

川 主是君官

占 il

。
6  7  

そ の 他 の
12 

t  

78 

地 E  

合 計

517 ( 354)  446 

一 一 一 一一 一一 一 一 日

備 考 表中 ( ) は出資金主事込者数量示す
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文底、管業所は 35に増加し、その比率は 15. 265話

となり、更に兵庫豚建設工業紐合〈現在〉では組

合員数は 1741こ減少しているに拘らす、文庖、銭。

業所は，10に精カn L ハその比率は1互に2< 1 %に近い の

である。これによって所詣大業者の紳戸市進出が

む、かにめぎまし L 、かを示すものと考 えてよ〈はな

い1) ‘。

* ' に日本建設工業合時代 ( 23，2. 1現在〉の榊戸

市内の合員数231名が、 24. 3. 1現在に於て174名に

激減している。勿論これは日本建設工業合時代、

( 昭和21. 10. 30) に勝令を改正して改めて管業許

第 2 表 紳戸市内組合員本文l吉童文のJ伏況

記載されている者を謂べると、その数は貨に 15を

教え るに過ぎない。ヌ中間の名簿に記載はないが

首初から現在定綜合工事業者ーとして引績き 償業 機

械と認められる者は22名を鍛える。( 註、中聞の

名簿 に記載のないものは、企業整備による合同合

社設立の? こめに、名簿面からは一時的に氏名、名

稿、が消えにものと忠、われる〉。以上の外に現在迄

引績き 榊戸市内に於て管業中の支底、営業所〈中

間に一時的の密業所閉鎖のものもあるが) 8 を加

えると、合計 15+22+8=45名が引績き綜合工事

業者の組合に所属し、且つ営業を繊細して旅? こも

体 名 時 員同 構 要 戸 喜 業 所 司J  鍛に聖母する比

兵 庫 麟 土 木 乙の (  に本賠を有するの! l i ¥下に於

建 築 工 業 組 合 1  ii12 げる総支数応、 .管は¥)業8の慌所中要で9他あく府B、) は15でその中現者在迄51績いて B/ .' ¥ =  2・

存するもの る

近 畿 土 木 建 築 統 制 2fi との数には支} 吉、管業所は合んでいないし、日本土木建

組 合 兵 庫 廓 支 部 築統制組合員であヲたものをも合んでいない

日 本 建 絞 工 業 統 制

24 阿 上

組 合 兵 庫 感 支 部

日 本 建 絞 工 業 曾 との敏 ( C ) の1曾1101' 1盟主令を改正し 組合に強制D)加入に

兵 E草 軍孟 支 部

231 したことにも関係している。支庭、管業所数く は35 D/ C=15・2自

前土である

兵庫l孫短波工業組合

同 ! との般をく E ) と し 支 日 義 即 ( F ) とする。

IツE=22・99
F =40 

可を輿えること〉し、吏に組合に強制加入となっ

ていにのであり、現在では同牒令の失致によって

組合に針しでは任意加入となっていることにもよ

るが、その散の減少の大きな原肉は、廃業又は業

務縮少による組合股退と考えてよいようである。

更に紳戸市内に本庖を有する業者につき、兵庫

豚土木建築工業組合時代から現在の兵庫鯨建設工

業組合に至る迄の各組合名簿全部に、組合員とし

のとい ':.f尋られるのではないか。

以上は. に榊戸市内の業者のみについて述べf こ

ことで、兵庫j際金休としては、又異つfこ形を主る

かもしれないが、 - 1穫の資料とする次第でゐる。

悶に兵庫J院には首組合の外に、兵庫勝、建喋工業

組合( 大工組合) ｾ兵庫鯨土建工業協同組合Ｈ土

工組合〉のご組合がある。

( 筆者・兵庫! l ! f . 建設工業組合専務理事〉
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生 活{主 居と

人 11烏 茂

住 宅 寸

。終段後一年余り抑留生活を詮つfこ後、北朝鮮の

一小邑から九月の末引揚げて燕る途中、平築から

開城まで12日間野宿をしながら、四つになる孫の

手を 31いて 38度綿を突破して燕七が、野宿をして

.克て初めて「家」の有難味と L 、うものが分った。

O大きな木の下に毛布を殿いて療るとき、孫の枕

元には只一本の洋傘を摘げて置い? こが、洋傘一つ

で毛布の上に置〈夜露の掛り方の遣うのに縫い? こ

O しかし「家」の有難味も分つ? こが、同時にますこ

「家」の煩わしさといふものをしみじみ k 休験し

に。更にこの煩わしい「家」の震に我今の「生活

」も極度に歪められていることも痛感されfこ。

。この「家」と「生活」から多分に「風俗」が生

れ、 「習慣」が生れて探fこものと言えよう。

。私は改まって「自燃に師れ」とか作J とか叫ぶの

ではないが、 「家;J の: 再検討をなすべきとき 7ごろ

うと思う。

。住宅は第ーに風通しよし日首りがよ〈なりれ

ばならない。そして上水と下水、汚物の廃理なさい

衛生施設を考えることである。次は一家をなす夫

婦にとって、まにその家旅にとって唯一の安息所

であり、慰安所でなければならない。

以上の二つは住宅そのもの〉必要録件なゐる。

O以上の二つの官条件が満足きれ7ことしても、その

性宅が果して生活を管t J に趨するかさうかは第三

に考えなければならない間臨でゐる。即もその家

の集園とその濃度の問題である。我ペ・は環境を$ ) l ri

硯して生活することは出来な L 、からである。

。以上の三つを綜合して取りとげfこものはアメリ

カのコンミユニテイ { である。

。この間松坂屋百貨庖に「明日の住宅」として 、

アメリカのコンミユニティ ーの湾民の展覧合がゐ

つ7こが. コ ン ミユニティ ーがアメリカで「今日の

住宅」であるごとし日本でも「明日の住宅」で

な ¥ r今日の住宅」でなげればならない。しかし

日本の王見放では前途遼遠のことであるが、進t J 方

向は少〈ともこの方向に準まなげればならない 0

0 現在の臼木の住宅について訟の不満とすること

は ( 1 ) 鼠と共河生活をしなければならないこと

( 2 ) 戸締りの怒るいこと。( 努奈が戸締りをや

かまし〈いうが、家そのものに考慮が般けている

と私は思う) 0  ( 3 ) 夜間新鮮なる2 i f 祭を入れる

設僚がない。 く4) 夜間健所へ出入りすると家中

臭気がこもること。 ( 5 ) 押 入 が 漁 げ る 乙 し そ

の外、戸、障子、棋の脆弱なこと、部屋に猫立性

のないことなさ' を傘げfこら際限のないことでもゐ

りま f ここれ以上は個人の好みといふ問題にもなる

のでこれ伎として. この一文を終はる。

街 上 雑 草

。日本人付. 筒で立小便をする悶民もない。終験官官

三で一等闘を以って自ら任じてい? こが、一等閣の

資格はない。

。ま? こ、ズボンのボタンをかけながら街を歩いて

いる人をよ〈見かげるが、何も今そこで小便を し

て探ましたといわんばかりにズボンのボタンをか

けながら歩かな〈ともよさそうなものである 。

。事務所なさ' に於いて部屋に這入って来て もズボ

ンのボ' グンをかけているものがし、るが、これに歪

つては度し紫色しというべし。

。 世 lこ小便横了なるものがある。そこは小イ更をす

るのじ都合のい〉安全地帯である。併し資際は者 ｉ ｾ

・合がい川まかりでなし小イ更を催させるような横

了でもある。放に「小便無用」とか「犬猫の外小

伺すべからす・」主力、 -:5I. 札をしても効果はない。

。筒路に於ける共同健所の精罷fごつ? このはベルリ

ンであ 7つに。大部分地下室で、男子用ど女子用と

入口は別々になっていて、入口には JfLに、 「男」

「女」と書いであるばかりである。

。パリの街の便所は男子用の小便所丈で 、至極簡

単なものであっTこが 、それでも水洗式であっ? 二 0

0 欧米各関 、一般に男でも女でも用{更を? こすのは

カフエ ーである。ぞれがまで容を呼ぶことにもな

るであろうが、婦人なぜは勇敢に用1": 1rj 達して
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ぞのま、出てゆ〈ものがい f こ。しかし1¥¥' (1， ; ! 見 j lli，

ぎるべきこと、なっている。なせ' ならば婦人が一

人でカフエーで飲食することは誤解を受ける恐が

あるからである。

。庇によってはイ電所の中に 、人の好さそうな老人

が跨って、 用をすまして出て来? こ人に乾い? こタオ

ルを差出し? こり、上着にブラシユをかり 7・りして

くれる。勿論なにがしかのチツフ・を; 直す。臭い健

所に居る人も御苦努なことのように聞こえるが、

資際はそんなものではない。日本の座殿の方が遥

かに臭い。

。ま?こ時には伺所の中に衛生用ゴムの自問販資機

が備え付りであるのに出遇つτ 、なる程所を得? こ

思い付きと 感心させられたこともあっマこ。

。 ゴム の鹿告に こんなのがあっTこ。

Vnter 、，.erdell ni cht schwer， 

Vn: er sind dagegen seh! ， 

これは官時のジャズ・ソングのー簡で「わ)12 J  

人になるのは安いが、資任を果たすのは雛しい」

といふ念味である。

。尾範 Tよ話ーばかちで相すみません。

( 筆者 ・検式合j j H; 萩原組土木f倍長〉

一 一

中 国 支 部 曾 員 各 位 に 告 ぐ

鹿島支部は，従来鹿島! 際丈であったが本年四月一

日から中国五! 際を包括中関支部として新設足し

に。此機合に六月一日から CT. H. Q. 民間情報数育

局の御厚ぷにより. 建設聞係( 土建、電気、管工

事等附帯設備を含t r) の海外新着園舎を一定期間

貸奥を受付文部合員各位の参考に供するこ k にし

れので、希霊園書を御申越し下さい。

; 邑而 、 l.lJ口 、鹿 島 、岡山 、島根、鳥取、各廊下

在伎の合員各{ 改は中関支部に所Z隠される事になり

ましTこ。 〈従て、従来上記五! 際下在住海で例れの支

部にも腐しておられなかった方は、 四月一日から

令書をが 1 ヶ月 Y40. ーに艶更( 本合定款JiA程によ

り〉となりますから、作J 卒御承認の上、支部又は

本部、令官れ共向1便宜の方へお挽込み願ひます。

贋島市周泰寺町土建合官官内 本合支部

( 電話 中局 558零〉

3 6  

本目 互 斡 旋

。土地家屋譲り? こし

1 犬阪市内堺筋長堀橋南( 元高島屋前〉電車道

約 150坪

2. 大限市商直江戸沼南通五丁目十若手地ノー

角地、河に面す、約232坪

3 大医市大正直三軒家町十「 土地715坪。

建坪217坪。工場三棟、倉庫一棟、事務所一

椋、住宅三棟、寄宿合二棟、 組建方野地仕

舞主主

4 京都市左京斑松ケ崎西町一四番地前商工跡

突嘗り隣姿、公園議定地で目下施設中

数地52坪、2 f - 家建15坪、 三室台所、風呂 、

井戸、水道設備、昭和十七年建築入念仕上。

5  京都市左京区松ケ崎内海町本通り、宅地128

坪 目下畑、 7ヘ-昼のt ] 、屋ゐり、 手入れすれ

ば居住可能。

6  京都市市電嶋原口問北約一丁

般地約10G坪 、延建坪約45坪、外一棟

二階建、和洋大小十室、庭約25均三。

。 就 職 希 望

新卒業生、経験者等贋歴書預りあれ御希望の

方は御申越蹴います。

。 求 婚

1 女子 . 初熔二十四才。再婚死別三十三才子供

なし、共に身休健全、容姿普通ι u二、身元1 i i't;

資宏あり。特に斡旋願ぃアこし。

Ｒ 建築家の熔を ｾｴｊ

京都市内在性、父は惇統の建築施工業者に て

現在使業 中、 身元 ｲｾｾＺ 。

ネ: 人は昭和二年生れ にで京都府高女出身 、

目下家事従事中 、家絞{ ま雨親と三名暮 し。

以上納1蓮絡は本命事務局長へ御申越の事

図 書 譲 り た し

建接関係園警各種取混ぜ42冊介議しf こし。

箪曾論文集譲受けたし

首臨お手持ちの方で伺l不用の向あらばお譲り願

い? こし。

以上代ｾＨ［手書時間は事務局長宛蓮絡され ｦ 二ぃ。

イE し先着順とする。

本獄を充分i卸利原願います。

j j d: 図法人 日 本 建 築 協 待



岩尾保衛( 歩月 ) 君を憶ふ

本音志四月号虎所有罪の虫町、岩k毛保1¥t]t¥がjj ，股 t られたと

とは誠に痛惜にたえない。君は本令の功努者 であり、わ

けで兵庫支部にとっては正にその生みの親であった。特

に支部役員にとっては這来の念禁じがたいものがある。

よってまーる四月二十日君の飲宅 i; 里郡斑」で阪港談の曾

合? と催し. 策ねていさ』か故人の2廷を!tJ: めた次第でおる

イ再々本誌が兵庫特集版企出す謡びとなったことも奇縁と

申ナベ〈、主互に笛日の 骸醤談の楠ｾなお して 君 の功絞に

酬ゆる一端としたい。

出席者ｾ ( 品目子〉岩足{ 和台、 ( 親友〉佐滋3喜太郎 、

( 合員〉向本茂樹. 早良俊夫 . 山内嘉兵衛.

新名種夫、秘話事i A 弓、野田清三、松浦勇太郎

隣国際太郎、 ( 寄書記長 j 大和祭街。

岩尾 市E先は信州岩尾城主で( 四月後に松本務云々

とあるは誤〉主主・第二十五世として. 明治十九年大阪に生

れ. 六長の時母方の星許狭に移住、幼にして父を失って

t止の辛酸と蛾いつ弘関西商工に慶び. 後愛知県主管繕型車に

勤務のを寄ら名古原工事に勉署長した。大阪 に賜って j i 問先

生の門に入型、その後茂 里手村事! l T) j J f . 前 問工務rlf を絞

て大正元年大林組に入ったが、今から約三十五年前獅立

岩尾工務 ｪ 苫を ｴ Ｚｭ Ｎｾ苦 して今日に Ｑ えんだ。大林組とは特に深

い関係があ II . その，徐で大丸と 結 ば れるに至ったが、最

近は大阪大丸の建築相談所に参衝した。日本建築iお令に

は殊のタト熱 心 で 、令 の 掛 となると降; の仕0・は私 1--= 命じて

必ず自分で出かけた。位絡は JL般商で宗教的信念も張〈

私共見習うべき wf が多かった o ｾＨｦｲ砲 、俳句 共他産量昧が庚

〈、又放行が好きで. 日 託、宇勾作は熱心に記録 していた

との家を「雲主演挺」 と名つけたのは 何か曲家があるら し

いが. 審かでないが. ヨキ狭にいた関係から志士梅田雲滋

K 私淑していたらしい。 「歩月」と琉したととに ついて

も今の所審かでない。

瀧 漂 職 挙 前 、 協 舎 の 二 十 五 周 年 記 念研 殺 として兵

l i t ! 支部を鮫立してはどうかという 話があ !1 . その産主主役

を岩尾氏と私が仰せつかった。地元の有志、に寄ってもら

って豚際下の 漏水で打合わせ令 をや っ たf1Ji' . 一郊の反主主

論者のため不思j のま、- で散令。岩尾氏大いに F サツテ山

内君と私とを花隈の菜料亭に連れて行って二次令でウザ

ノ、ヲシをし? と。その時偶然に私も 信州人だという話が出

て . 爾 *特 別 の 恩 顧にあずかるに至 った ω 氏は罰E先 が 岩

l副主主だったというととを誇 P としていたが. 現に戦寄与

'1
1

のとと 、f剖+ ¥の郷里では特にー宅を用意して何時で も

氏が安んじて直寄港rできるようにしていた陶である。封建

的主従の関係と はいえ . 何百年来おまに情誌の主主ν、ζ と

に、 特に私は f書州人と して 感激tt じ得 な い もの が ある。

松 浦 椴震急を告げるや f特 別 工 作 泳 」 の 編 成 とな

って私共は三宮苦手祭に詩集し た。十六均三の十 月 一 日 で ゐ

ったが . 手Z時私は岩尾氏を知った。私の書面が然に入っ

たとかで共鳴してくれた。氏と早良君と共にＱ￩ Ｑ ｊＺｾ長と ν 、

うわけで大いに宇った。が同時に ¥j商を平 b ぬ私に飲む

ととを教えた怒友でもあった。氏の逝去後、その後任と

して私が王室務な ど仰‘立つかるに至ったのも何かの因縁で

あろろか。

新名 私 の大阪市役所時代. 協合の編集・で岩尾氏と

一 緒 l乞仕<j l を した。そ vs苦途阪急の膝前あ た P のパー宇

喫茶広ーでよ〈飲み よ〈誇ったものだ。心残 Pの一つは、

私 が 久 方 ぶ D で 関西 に舞戻って問もだ 〈、 消 f事君 を介し

て岩尾氏が三人で話合いたいから私にウイユキ F を持て

との高野で. その用意はしたが三人同時という貌合がつか

ぬま与に機合を失してしまったととだ。貨は私も多忙で

支部の合合に出 b れず困っている と氏は一策な案じて.

斡郁符は台場廻 P 持という Z釘にして私のめ・務所で苧 F 否

限無しに引 ｾｖ 出されたなど 一 本 平られ＿と形であった。

とにかく熱心なものであった。

山 内 兵臨懸建築合の創立蛍時 . 協令と合同 で秘 策

1t を宇ヲた時か ; Ub令 支部託主立に至るまで色 h 御懇意を

闘った。その後誌の舎など方々の I台場・で同席の事が多 か

っ た。そ の貌w. . 感 じ? とととは氏が 待から大切 にされてい

るという ζ とだった。女将苧女中 . 下足番から風呂番に

至 るまで、 随分心澄い をされていたらしい。楠寺で絡の

舎の時氏がカ ミシモを一策に及ん・で3誌に力のともった務

ぃ方で感心したことがある。そ弓いう強いと ζ 7，e やさー

しい 親切なと とみとが b った。

早 夏 協 合 の 窃 か ら 懇 意 に な れ そ の 熱 心 に ほ だ さ

れて引廻され. 逢には自分の仕事を後廻しにせねばなら

ぬ程であった。あの熱意には敬服の他ない。

康問 協舎と大林組とのこlli の因縁だが . 最 近 は 家

族の者が縫古事など で家庭的にも御懇意を願っていた 。

大 E 六年頃大林組が紳戸の山下汽艇のエ高与を片岡事務所

の ｅ 主計 で宇っていたが、現場係のｾＡＱ方がイ中 ｫ 片岡先生

のお書まに召さ沿い。還に岩尾氏が主任となって始めて満

足な結果を得. 特r . =1生奥をもらったというととがあ っ た

御彫の大林枇長宅で正月の限賀の席に氏が自作の新理学の
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絡を扇面に禽いて諮ったととがある。との察官主廷を借 P

て舎を やる時など. 氏は自ら能面や衣裳など面倒を見ら

れ、至れ P つ〈せ P の心遣 いであワた。

野田 私は職後市申戸に来たので符にとれという話題

を持合わせない。協 舎の毒事で も氏。熱意に動かされ て勉

強させられた次第である。

岡本 氏は兵庫支部を日本一の文官官にすると! l ! 切っ

ていた。支部の妥曾式の時氏の諮を聞いて感服し? と。圃

らずも 私が支郊長に推されたが‘ 高司喜氏にまかせき P で

E置に相すまぬと常に思っていた。

佐 藤 私は三十炭の頃から知己で元々務の究家だ っ

たのが、 f言々職後田舎の疎開先から撮って査置を出 p と所

混んでいるな b 明日からでも来て手停って 〈れというわ

げで爾来私設秘書の形で家族の一員として待遇されて*

11:. 。一年程前漸〈慢をもらって元の商夜に戻ったよろな

次第である。

大和二十 五年来の知ｾで余 ｐ にも多い思ｬｩｉである

私が氏を知ったのは海化微など中って居られた頃で、爾

* 公私共信任を君主うした。御令綬の結婚式にオ F エ ン F

/ ' v ・ホテルに招ぜられたり、岩尾工事年腐創業二十五年間.

:ii. 1言に記念品を頂滅した P し? と。協合で支部問題が起っ

た時は其の世話役には第一人者として推議した。時には

熱心の余 P ぉ互に議論を戦わすとともあったが、結局奴

: f i の放で録後にはいつも笑ヲて別れたものである。お宅

へ伺って「今日は念( ・か ら玄関で喪件だけ」 正曾つで も

イ中々 聞 いて 〈れず「まあお上! l J というわけで 、御自分

でお茶 を立て、戦争中不自由の時・でも必ず何か甘いも の

を用意 されＮ 談論風ｾ Ｎ 思 わず 時を［邑 どして慌て ｢ 座 主

立つと「君のため態々支度をしたか b ー絡に夕飯を」と

い う稲子。 まあ そういう風絡の仁で 、協 合二十五周年記

念の放行の時は宴令係という、氏にとっては正にうって

つけのお役目でわった。 支慌の仕事 としても、住宅展 そ

の他大きい計査 を考え られたが. j 定現 E 見 ずに逝 かれた

のは残念である。? としかに関西建築界における名物男の

一 人であ った。

明 治 二 年 頃 の 生 田 の 森
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前曾長片岡博士三年祭を迎えて

故片岡先生が逝> > . れたのは昭和二十一年五月二十六日

の事であ った。官言時故人に尤も因縁の深かった大阪工業

合、容曾と本曾の 三 者 が合同 して先生にゆか P 浅からね

大飯中火公曾堂で/i i l E大に告 別 式 を管んだのはつい最近の

様に懇はれたがｾの聞 に月日は 流 れ既に三時三の背とな ｐ

今定ながら隙行〈馬 予 の足定歩光陰矢の如しと か 、陳腐

の金言がふ さはし〈 想は れる。去る五月 i t 六日 桃 山の片

岡邸で三年祭が紳式によ P般 かに行はれたが、嘗日御親

戚の外に故人を偲んで参奔 した人々は別記の主主 P 三 舎の

代表者、先生門下の三寸豆曾員及業界の縁故者等で、漸

〈跡ふ人の淋し〈なった同部を満員とし、暫し販かにし

たのであ った。

さて 一向渚上の祭場に静座ナる、事草原窓外の桐若葉に

爽かに吹き奉仕する締官の冠蚤績を経 〈際 かせ 足 ず P の

脅かすかに王手に入るのみ、腕鮫の縫に潤 のE撃と扮手の著書

き室に充ヲる、一向順次玉串を捧( ' る 、事買きて祭壇を仰

げば故人の照影鮫としあ官 、H しっか P やってゐるかWと

営はれ る署長な然が して寸時のヒヲメキながらありし自の

事があれやこれ宇と ili に浮び無意の感がるった。

式毒事つτ 階下腹接室に至 P婦人、御親 族 、各合代表、

縁 故 者、三寸里舎 と四室に夫h 陣取り饗躍の茶果其他を

頂きながら、伏見卒覇市四遠の風光を跳b て先生の慎重喜

談や物故先強合員の事な ど遺憾に四方山の話に暫し叡霊長

に時を過した。人去 P 入来たり舎務叉多端、三歳の軍手秋

ＧＧＱｾとナ Ｒｆ たがとの三塁霜のＨ ! l とし方を自分は顧み、

今前令長の震 にまみえて悔な宮中否やを想へば婚に十世慌

た るものがあ D 、現在l f < . 絡来の事を胸に衝主協食費展の

? とめー懸の御加援と其御冥耐を心に断った次第である。

か〈て主主れがたい初夏の日も漸〈酋に傾〈頃となったの

で 、一同御 夫人の御健勝正 御一君主 の幸繭 を祈りつ弘三々

五々に i辞去した。

因に向日建築関係参拝者各位は下記の j1 f 1 りである。

Ｈ工業舎代表》吉ｾＮ理事長 、川合 理事 、 Ｈ 五日曾代表 〉

役村綾吉氏、 ( 建築協舎代表〉大林I alJ 令 長、大和理事、

自 杉 亀 治 氏 、銭高輝之氏 、鴻 池 藤一氏、 ( 三寸豆曾〉、

安弁武雄氏 、今村秀太郎氏 、浅? 毎Y合平氏、) 11村額三郎氏

伊藤誇太郎氏、伊東宗太郎氏 、松久保敬三氏 、 中 村昌三

氏 、松浦主主ニ 氏 、渡j I { 幸氏 、英他、

( 2丑. 5. 2(， S. Y. 詑〉
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戸

一- OJ 一一
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20. 水 暫

2. 土
工 事
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F 4 1 二三二一汗:11-ｾ翌二Ｈ耳子 ｩ 五 吾どｼ

D 尺 | 除土立坪 (V ) I! J )尺 | 除土立坪 (V ) II D尺 | 除こと立坪 ( V)
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土 王-/ ｉ ｾ Ｇｉ ｃ で ｯ 11  1. 5  1  2.0 1一 一 一 | 一 寸 了

一主主旦よ11 -'， *sr  1  ｾｚ 主主」一貫ｾ l:: :m_z: =1 1- u : f . l 一三一|ヂレツキ吊揚。
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Z曾

一 一 x  4. 18 x  5. 00 x  8. 40 x  12. 5 

努-際，.. 

7. 0 x  5. 00 x  6. 25 x  8 . 40  x  12. 5 

』 山 8 ー ー
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兵 庫 牒 管 工 事 ヱ 業

協 同 組 合 よ り の 意 見

管工事工業は、土建事業と棺並んで図家新建設の霊安

を負ぃ、しかも相互表裏一体の地伎にあるととは女官を

要しない。

然るに、各鍾のE毘点から往h にして管工事ヱ業は、主

建事業よりも樫誠せられ、動もナると色々な物東を受け

工 事施工に賞 9 常に 隔 靴 淳E査の感が多い 、殊に資材直に

於 て 然 P である。

抑 h 現下の耳元勢では‘ や1ヱ業にせよ安材の入手態と金

音吉 P は共遜し? と慈4条件にあるととは避け得; れないが.

吾 h 管工事工業者はその最も甚だし宮ものがあ P 、愈々

困窮の底に陥 P つつあって業界のため震に憂慮に堪えた

ν、。

若し現在の員長態のままで、信局なり土建業者の協力援

助と改義打開の方主主が車場じられないとしたら、豆に図毒乙

新建設にE多量躍するととる貨に大なりと{ 雷ずる。

勿論吾々者走者は、その責務の重大性を白後し、爾来万

事草を排除しつつ高金の方主主を議して工事の途行に遺憾な

きを期してはゐるが、自ら限度もある ζ とであ P 、果し

て将来永績ができるかどうかが問題である。

左に敢えて苦哀を陳ペて、その打開方主主に茜大なる. 1 1 11

力を得、以て相俗 P 相助けて安心して業績を禦げ、関室長

新建設に貢献させて貰いたい。

一、資材警告j 嘗配給に就て

管工事用指定生産資材の配給1' 1 殆んど有名無筑ーである

殊にその主体7とる銭管鉛管類の霊望号物資の鹿給が殆ん

ど無いので図る。

土建業者には木材、セメ y ト、硝子、釘等相会資材の

劉官書記給がるるが、吾々管工事業者は等関税され殆んど

配給もな〈一向恩恵、に裕してゐない。

業者は己むを得ず古物を漁ったり、不本意ながら 南側

なる閤物資を使用して、半じて完全揚を切 P 放りI てゐる扶

懇であるが、最近ほとんな物資も愈々扮底してきたの・で

結局将来の見透、しは貨に暗〈蚤: r 長に桜えない。

以上のよ号な獄態では、到底業績を穆げるととは後東

i ; : v、。

乙とに管工事業に封する蹴授のーj管の震解と協力と援

助を切望して止まない。

長寺* 土建業者にそのま量材を申請する揚合に、必ず管工

事に要する受材も同時に申精して、之を受けて欲しい。

従来、往々主建業者は自分の斐材のみを申精して、管

工事の方はとれを度外視し、連絡もなし、勝手にせよと

いう慣脅がl t ! 1 ll られる。

乙の点特 に殺去を以て協力と鐙力が還ましい。

共々に等し< a E 分の思惑を受げるよう、務じて欲しい

二、工事請負金の迅速なる支梯に就て

受材面に於ては前惑の如〈であるが、次は金の支主事で

ある。との点に於ても更に一段の理解と協力援助を懇援

する。

甚だしきは工事竣ヱ後銃に相官月日を経過しても、伶

ほ支携を引き延ばされる向もある。

叉、元宮背負業者は既に施主から工事金を受琢 P ながら

とれを自己のみ流用して、管工事業者に一向とれを文書籍

って 〈れない者も 多い。

国より色々な内情もあろうが、相互にその苦境 E ，思い

やり、調 ＱＵ 的 ＱＮＮ 所・ｾのないよう協力が望ましい。

数約ナるか分納するか 、兎に角理解 k 同情ある f昔慌に

よ官、支携の迅速化を計って欲しい。

j訴〈 してとそ、 始めて表署長ー体工事の岡 i滑な る主主反を

得. 民主新図童文の建設を期 し得られると思ふ。〔京事' ! ) )

明治初年の市申戸・紳戸豚附近 よP 北方を望む

建 i テ ツ タ Z

Ｔ 占ｾ 7 ロ ー ! 1 : ; グ

空:t ｾ＠ ! 1 グ ノ イ ド 床 施 工

首骨 t 幸 正 光 式 遜 原 器

-

式

工

事

電

鍍

由連工業有限曾枇

代 表 者 高 橋
、進

大阪市西国江戸嫡上遜ー丁目玉番地

電 話 土 佐 郷 @ 3  4  2 5 寄
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住宅委員含( 主乏して住宅金庫

問題) の事業経遁ま今後の方針

本委員合は昨年採現下の住宅難打開策につき研

筑を進めてゐ? こが、建築人以外の一般からも; 痘見

を徴する事とし、奮多，* 鞍災問毘、務.外引揚厚生.

蓮盟、重産業合祉の努組、職組、銀行、デパ戸ト

教職員組合、新聞社等の各方面に般を飛ばし、本

委員合と共に此問題につき種々討議しに。其際の

結論は住宅建設を阻むものは資令難の解決が先決

でゐる事に意見のー設を見＿こので、首ｾ建設省で

立事長されつ〉あった住宅会開公枇の設置に闘し輿

論を結.集して積極的に之が賞現を促進する事に決

訴し、本合に英運動の責行方を一任§ れにのであ

る。依て本合では参集各伎の協力賛同を意味する

fこめ、なるべ〈多数圏休の連名を以て運動に着手

せ ん と しf こが、時恰も議合中で徒らに時機を逸

する婚があっfこので、本年二月末迄に連名申込を

受けにものを以て取敬子別記の如き建識を政府

要路、関合7 k 大医府選出衆、参議員共他関係方面

に提出し一方東海、兵庫、京都、置島、I 1J 口、九

州、和歌山等の本合支部や関係筋を歴訪し、各地

元よりも熱烈な運動展開方を促し、更に上京、好

文建築事会等をも叫合、建設省外関係方商にも連

絡接渉促進に努めたのである。

業後の経過としては吾々の要望に呼隠して、政

府は嘗卸本年度採算に公社設立の? こめ五十億閣の

政府出資金を閣議U捜し、全閣民特望の{ 主宅会副

会社も特に資現せんとし? こが、其後関係方面や九

原則等各種の推移で本珠算の計上に至らなかっTこ

のは誠に斑念である。燃し本委員舎を中心とする

動きと前後して、問問産業復興合謀、大阪商工合

読所等の各専門都合に於ても住宅資金問題 を取 b

上げ、或は園舎に請願し政府に陳情する等活湿な

運動力: 展開されており、叉重要産業の害事務者住宅

確保に闘しでは努資一休となって大阪府重要産業

者事務者住宅建設推進 ｴ Ｖｊ ｊ 議合が結成され、ｾに各合

批工場関係には開西般域厚生協合等が嘗商の問問

でゐる封日援助見返資金の融資方について穂司令

部、政府、図合に針し1愛情を訴へる等、引縄ち扱
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助資金の獲得‘ 住宅金融公社の設置促進等養ぎ絵画

に案点をわいて活動中である。

本委員舎は之等国休とも直援間接連絡しながら

初期の目的達成に揖めてゐるが、不動産取得税に

ついては従来二割の課税が、大限府では本年四月

から僚令改正で十五坪以下一割に減率され、同時

に戦災、引揚者に差せする十坪迄の免税期間も更に

二ヶ年延長されfこ。倫建築制限も近〈三十坪迄援

和される蓮ひ1こ準んでお、ド嘗初叫ばれf二重要問

題の点につき珊台、なカ E ら漸次好轄してゐる事を悦

ぶものである。倫見返り資金の融資については.

政府案として努務者住宅に針し設備費金中に二十

億周、共他に二十億を設定し鴎係方面と折衝中で

あるが、各方面の運動が此の機運に到らしめ fこ結

果と思はれる本舎には前記各圏休と共に一路目的

貫逐に遣準するものであるが、更に本年度は新し

い施工方式( 工場生産住宅、プロック構造等〉に

2すする積極的な批判、育成、住宅展示合等を利用

して住み方改善指導に重点を置き、量と質との雨

商から位農水準の向上に研める方針である。

参 考

本年度政府政算に計上されに住宅建設戸数

庶 民 住 宅 25，000戸 開拓者住宅 9，000戸

引揚者住宅! 1，730戸 公務員住宅 5，000戸

合 計 48，730戸

大阪府に針する害1) 常戸数

織筋共同住宅 360戸 外に繰越 21戸

木 造 ・住 宅 2，860戸

既存建物事務用住宅 20戸

合 計 3，240戸

×  ×  ×  

住 宅 金 庫 設 置 に 闘 す る 建 議

，t，戸下の住宅雛により多数穀災者、海外引揚者は

関窮の極に遣し延ては重要産業復興をも遅延せし

めてゐる。此際大量 に住宅を建設し速念に之を解

決する容は民に 主 計 ｪ 下の急［務と考へる。，ｾるに住宅

建設の促進に尤も重大な陸路は資金の凍結である

故に政府に於ては速かに性宅金障を設置し献資

に高金を期する様遁官なる方主主を講じられ? こい。

右 建議する次第である。

※ 設明暮す( 本合三月競合誌掲載の通り〉

上記建識は五月十六日の参議員本合議に於て採

揮せられ七旨、会議員事務線長より通知あり p



虞 島 市 平 和 記 念 公 園 及 び

記 念 館 設 計 懸 賞 募 集 要 項

-・・E・E・

謄募期間 昭和24年 5月初日 - 7月初日

接 表 期 間 昭 和24年 8 月6 日

。入選: 優秀作品八点を濯ぴ賞歎及賃金を贈る

首 席 七寓圏、次存者 五高圏 、 三 席 参 蔦 圏

各 一 名 宛 、 佳 作 登寓闘〈一人嘗〉 玉 名

。設計方針: 卒和記念館と会簡との綜合的計- 霊

とする事。備本公園隣の中央公園に近代的諸施

設が猿定されてゐるから本言十委に運動場等は含

める必要はない。

( 1 ) 建国: 苑路、震場、植樹につき設計し上

木に就ては針潤を直別する事。

( 2) 卒和記念館: 各園際合議の出衆る集合湯

原爆災容の各資料を集めに陳列室、平和を祈

念する鐘を釣し? こ平和塔等を有する建遺物とし

梼迭は 鍛骨、識筋コンクリート透とし建坪及間

取は施設内容に適し? こものとし、延建坪 2 千坪

内外とす( 之を各々満立の建物としてもよい〉

この外に小合議室、倉庫、暖冷房、 換費電装置、

機織室等も考慮に入れられずこい。

。審査委員 〈イロハ順〉

( 1 ) 伊藤五郎建設省建築局長 ( 2 ) 折下吉延

公園緑地協合理事 ( 3  ) 田 村 剛 林 謬 博 士

( 4  ) ;岸田日出刀 工皐博士 ( 5 ) 北村徳太郎

建設省都市局施設課長 ( 6 ) 南 薫 遺 書 家

( 7 ) 飯田一賢賢島勝土木部長 ( 8 ) 伊 議 長

鹿島! 際商工合議所合頭 ( 9) 任 都 粟 司 鹿 島

市防議長

。 設 計 画 書

( 1) 全体計霊平面園縮尺1/600 登 葉

( 上木の針潤左識別し得る様にする事〉

( 2 ) 穀地全体を見渡す烏敵園ケント全紙剣大萱葉

( 3 ) 建築田各設計園( 子商圏、立函園〉縮尺1/200

( 4  ) 直面は白色の用紙を原則とすイE育寝耳にでも

可

( 5 ) 寸法は『メ戸トル』法をとること

( 6 ) 参考として牟紙剣犬二ツ折五枚以内の説明書

を添付するも可 以 上

術詳細は度島市役所土木課叉は東京都中央区日

比谷公園市政合館内鹿島市役所出張所へ間合す事

祉国法人 日本建築協合編集委員合

建 設 業 法 の

パンフレツトに就て

今国合で可決された建設業法は去る五月二十四

日附法律第百読で公布されに。本舎では{ 康文や解

説等をパンフレツト E して設行する計書を建て? こ

が、さを園建設業協合其他の圏休では既に印刷に着

手されてゐる由を聞いたので、本合皐猪護行の事

は一際見合せる事とし fこ。黙し之等の囲休に所属

きれない合員中で、必要とせられる方々の便を計

る詩め、本合で他の圏休から震行される印刷物の

譲渡を受げ取次する事にしf こから、希望の向は至

念部数申込れにい。

イE此の設行は建設省で各府! 院でブロック合が絡

し解設や府鯨僚令が出てからの事 k なる見込み

で、相官遅れるものと T号、ふ。

宵此印刷資費も部数等の関係でいか程か未定で

あるが. 本合としては申込が極めて少数の場合は

無料とし? こい考えである。詳細は申込者をまとめ

改めて後日蓮絡する。 ζ もか〈希望者は折返し申

込され? こい。

批 固 法 人 日 本 建 築 協 合

支 部 長 連 絡 曾

五月二十二ー日大阪で開かれに全園建築部長合議

に出席中の玉置東海、松井京者11. 岡本兵庫、の

各支部長並に宮脇九州、i幹事、中閣支部合員今津

山口鯨建築部長と約四十分筆食の時聞を利して

合合を乞ひ、本部側代表・尾崎、茶畑、藤本主記

主計代表理事並に大和常務理事等が列席、支部

設展其他につき蓮絡懇談しfこ。

御 願

換で修1I願華たしておりました『建築と祉合』欠本

の件は第26輯 9 !虎 1: 加が不足しておりますので、

b 譲りできる方がありましたら下記へ御知らせ下

さい。謝穂、詮主主は完吉本の上御居り殺します。

本 合 事 務 所 朝 日 ピ ル6階 電 話 主 佐 堀 ( 44) 1836

分 室市内東夜ヲミ紳橋大阪建設合館内

電 話 東( 94) 861- 6
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.. 
Eヨ 務

兵 庫 支 部

五月二日以来屡々舎合、六月号虎曾蒜原稿 の件、其他協

議 、倫七月上旬 コy ク 9 ート 建物移車事現場見摩を針変

してゐる。

建 設 奇 禍 要 蒐 委 員 曾

五月二日よ P 四回曾合、 調査研究中。

編 集 委 員 曾 五月七日 、十一 日曾合 、六 月号党以下舎

誌編集方針を議し? と。

京 都 支 部

五月七日役員開催、八月霊童曾誌原稿の件Zえ庚告募集: ; ) t .

宇治方面見患の事議した。

理 事 曾

五月七回、第二固定例開催下記之主主 P 議決した

1 . 顧問権薦 の件、別項の通 P十一氏 を主義げた。

2. 自平議員合並臨時惣曾開催の件。

3. 各委員委喝の件、二十四年度各餐員令委員は委帰方

主犯一任の庭 、本目別項の遇 B 結果承認 し?と。

4. 棒季大倉並支部長連絡曾識経費の件承認した。

5. 大阪商工曾議所入舎の件承恕し? と。

6. 合員入退合承認。

此の外四月分合計寄l H 告外露骨報吾をし? と。

教 育 委 員 曾 十 四 日 開 催 、 前 奴 掲裁之湿 り質例

に主る餓筋 コy ク 9 ート構設の解読と見耳鼻其他今后の

奇書等針笠を隠 した。

評 議 員 曾 五月十八日朝日ピル事務 所で開催、

顧問推薦のf牛を議決し並常務理事補クてとして大和祭衛

君を承認し? と。

臨 時 線 曾 五月二十一日大林組鱗堂で開催顧問

t陸薦の件立主二十三年度決算、二十周年度l欧文殻算の f牛

を可決した。

請 負 規 程 改 正 委 員 曾

昨年来徐討中の四合連合餐員令堂本月十九、二十目、

東京で開催薮中委員上京参加し? と。

替 業 種 目

スチー Tv サッシユ、ドア戸、シャツター

各 務 銅 製 建 具 製 作 ・ 修 理

鎗 骨 、 橋 梁 、 製 錐 、 解 体 工 事

日本建鍛工業様式曾社代行庖

奥 小 路 工 業 徐 式 合 低 代 理 広

阪 神 鋼 材 ヱ 業 所

( 奮奥小路工業鐙工第二課〉

管 業 所 大阪市北国管根l時中一丁目四六

電話郷川1@ 3 73自呑

本 庖 紳芦市生回li!Ii三宮町一丁目九六

佳話元町① 2 2 5 2 呑
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審 季 大 曾

五月二十一日銭筋アパート見事、二十四日講演舎、懇

親舎、二十五日、築港方面ＮｦｊｬｬＮ立工事見事、今ｾ十二日

宇治方面見隼を以x無事完了。

地 震 針 策 委 員 曾 五 月 二 寸 二 七 日 開催 、本年度行司書籍

t : i i ! 援し出来る事から3定行に移る事とした。

後 記 本音虎は主たる記事を兵庫支部に集枚方を委鳴

ー一一一ー した。それは曾誌は会合員の雑誌であるから

なるペ〈多方置からの記事をｾＡｬ又地方の特色や事情を

紹介ナる事が望ましい事の一つでる 宮、一面大阪以外の

合員の希望されてゐる事を充すためでもあると考へられ

るからである。

之からは時に地方にお駁したいと考へてゐる。多少ー

郊に偏する搬はあるかも知れないが 、燈 台 下 晴 しの響へ

もあ P 祭外不案内の面白い記事も現はれる容と思ふ。

例目賢告も今回は兵庫に主力を Ｎｾｖ 、＿とが、之も何か の参考

にな B意義ある事かと思ってゐる。

八月盟主は京都支郊 に集牧して貰ってお P 、目下関支稼

でば委員各位が大型苦斗中と聞いて心強〈感じてゐる。年

内には際鳥其他からもロ ーカ ん館事を寄せ られる事t亡な

ってゐる。

何八月からは毎月二十五日後行を一日褒行に切 P 容え

る重量定で目下計 撃 を皇室め てゐる。更に第五量定か b 鋳織の

令員川村統之氏寄稿の積算便覧は各方面から賞E貨を憶し

てゐるが、之は今後毎月主主頁宛に分け十回位達識のｾ定

でおる。

か〈て本 誌 も 主ｾＺ＿ｫ内容 外 観を整 へつ弘充貨を昔十明、特

有罪の御期待に副はんとしてゐる。

主主々御級鐙と御支援 、{ j : j J r ，比剣願いたい。

ヨド銭掲載のｾ兵庫支部で集金まされた新建築作品紹介の

中"rffr中戸みなと令館」と「兵庫県系度: I t 衡検定所J は級裁の

都合上次銀以後に鍋載の止むな告に至った惑 を兵庫支部

委員各位の御量産力に封し感知申上げると共に御詑努 h 御

諒承乞ふ次第・である。( 繍築乎)

建 築 志 社 曾

第 3 0 輯 第 6 競

R償 1古事金ω聞〈皇室料共〉

昭和弘土手自月 20日印刷・昭和2.1年6月初日設行

ザ》旬、内Ｍ旬、ＭＭＭＭＭＧ疋ｾ ＭＭ【【戸Ｍ、【，】 ｖ 旬、ＭＭＭＭ 、町内 Ｍ

編集室量行人 戸 川 弘

後 行 所 ER 日 本 建 築 協 曾

大阪市北冨中ノ島3ノ3靭日ピル

f 土佐痢 @1836・3631番

電話 Ｈ北額 ｾ ＱＳ 鈍 ＭＹ 呑
振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 呑

大 限 市 東 区 北 滋 三 丁 目 七

印 刷 人 井 上 芝

大 阪 市 東 区 北 古 賀 三 丁 目 七

し

印 刷 所 見 島 印 刷 株 式 曾 祉
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